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・２・2021年３月号

　

総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
に
基
づ

い
て
須
坂
市
が
目
指
す
将
来
像
を
描
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
行
政
経

営
を
行
っ
て
い
く
か
を
取
り
決
め
る
最
上

位
の
計
画
で
す
。
第
五
次
総
合
計
画
が
２

０
２
０
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
な

10
年
間
（
２
０
２
１
年
度
～
２
０
３
０
年

度
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る
第

六
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
計
画
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

当
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
さ
ら
に
大
き
く

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
国
が
本
格
的
な

少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
る
な
か
、
次

の
10
年
は
人
口
減
少
を
い
か
に
最
小
限
に

抑
え
、
ま
ち
を
維
持
す
る
か
が
重
要
な
課

題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
気
候
変
動
に
よ
る
大
災
害
な
ど
、

新
た
な
脅
威
に
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

厳
し
い
時
代
で
す
が
、
当
市
に
は
先
人

が
築
い
て
き
た
有
形
・
無
形
の
資
産
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
を
大
切
に
継
承

し
、
と
き
に
は
時
代
変
化
に
応
じ
て
進
化

さ
せ
な
が
ら
、
須
坂
市
ら
し
さ
を
磨
い
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
総
合
計
画
策
定
の
背
景

第六次須坂市総合計画
「須坂みらいチャレンジ2030」

新しい総合計画（2021年度～2030年度）を
策定しました



2021年３月号・３・

　第六次須坂市総合計画「須坂みらいチャレンジ2030」　

●
策
定
の
経
過

●
総
合
計
画
の
役
割
と
位

　
置
づ
け

●
計
画
の
構
成
・
期
間
と

　

進
行
管
理

　

第
六
次
須
坂
市
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の

代
表
か
ら
な
る
総
合
計
画
策
定
審
議
会
に

お
い
て
き
め
細
か
な
審
議
（
答
申
内
容
は

13
ペ
ー
ジ
）を
行
う
と
と
も
に
、
無
作
為
抽

出
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
市

民
総
合
意
識
調
査
」（
市
内
に
住
む
18
歳
以

上
の
３
千
人
を
対
象
に
実
施
し
、
回
答
者

は
１
４
０
０
人
、
回
答
率
46
・
７
％
）や
若

者
を
対
象
に
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
、
分
野
別
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
の
「
各
種
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
、

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ

く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
内
の
総
合
計
画
策
定
委
員
会

を
は
じ
め
、
各
部
課
で
多
く
の
議
論
を
重

ね
、
全
庁
的
な
体
制
で
策
定
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
行
政
経
営
の
羅
針
盤
と

な
る
も
の
で
す
が
、
多
様
化
し
複
雑
化
す

る
地
域
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、
本

計
画
に
は
、
市
民
・
企
業
・
活
動
団
体
・
行
政

が
協
働
で
取
り
組
む
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
い
う
側
面
も
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
人
口
減
少
の
抑
制

　

総
合
計
画
は「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、

「
実
施
計
画
」の
３
層
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
左
記
及
び
下
記
の
通
り
で
す
。

■基本構想（将来像、まちづくりの基本的な視

点、基本目標、土地利用に関する基本構想、須

坂市まち・ひと・しごと創生総合戦略）：10年

（2021年度～2030年度）

※総合戦略は総合計画の重点プロジェクトとし

て位置付け、５年ごとに見直し

■基本計画（基本施策、施策）：５年

（前期基本計画2021年度～2025年度／後期基本

計画2026年度～2030年度）

■実施計画（事務事業）：３年

総合計画の構成
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
創
生
に
戦
略
的
に

取
り
組
む
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
に
基
づ
く
「
須
坂
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

及
び
、
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実

現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す

る
国
土
強
靱
化
基
本
法
に
基
づ
く
「
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
」
を
統
合
し
、
一
体
的

に
策
定
し
て
い
ま
す
。

行政評価（外部評価）については、無作為抽出の市民の皆さんを対象にした「市民総合意識調査」の実施により行います。

行政評価

（内部評価）

 総合戦略

評価

行政評価

（外部評価）

   〇　    〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇

   〇　    〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇      〇

   　　    　      〇      　      〇                      〇              〇

見直し 見直し

次期策定 次期策定中間評価 中間評価



・４・2021年３月号

　

将
来
像
は
、
当
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
表
す
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
・
企
業
・

活
動
団
体
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
た
め
の
合
言
葉（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）で
す
。

　

２
０
３
０
年
に
向
け
て
当
市
が
目
指
す

将
来
像
を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。

　

当
市
が
目
指
す
究
極
の
目
標
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
「
豊
か
さ
」と
「
し
あ
わ
せ
」

で
す
。
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
「
あ
り
た

い
」
目
標
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

将
来
像
に
込
め
た
思
い

須坂市が持つ有形・無形の資産とは

◆「ほんものの誇り」

　美しい自然や歴史・文化、その

なかで育まれてきた地に足の着い

た豊かな暮らしが、市民の誇りや

心のよりどころとなっています。

◆「つながりの安心」

　人は独りではしあわせにはなれ

ず、誰もが支え合いのなかで生き

ています。ウィズコロナ時代の背

景もあり、人と人の関係が一層希

薄になりがちですが、須坂市は地

域のつながりを大切にし、一人ひ

とりに居場所や活躍の場があり、

地域の中で孤立せず孤独を感じる

ことがない、やさしく、あたたか

いまちとなっています。

◆「すこやかさの活力」

　健康づくりを中心とした市民活

動の蓄積や農業をはじめとする産

業がバランスよくあることが、ま

ちの活力につながっています。こ

うした営みは市民・企業・活動団

体・行政の努力や切磋琢磨から生

まれ、その共創がまちの原動力と

なっています。

　

市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
は
、
多
く

の
主
体
が
意
識
し
、
戦
略
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
は
じ
め
て
現
実
的
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
本
計
画
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

広
く
共
有
す
る
べ
き
視
点
を
示
し
ま
す
。

●
将
来
像

●
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

　
な
視
点

「
豊
か
さ
」と「
し
あ
わ
せ
」を

感
じ
る
共
創
の
ま
ち
　
須
坂

れ
が
多
様
性
を
生
か
し
、
切
磋
琢
磨
し
協

力
す
る
こ
と
で
、「
豊
か
さ
」や「
し
あ
わ
せ
」

の
実
感
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
有
形
・
無

形
の
資
産
を
活
か
し
て
「
豊
か
さ
」と
「
し

あ
わ
せ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
創
り
あ

げ
る
こ
と
で
、
こ
の
地
を
愛
す
る
人
や
企

業
を
集
積
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
須
坂
市

の
地
方
創
生
で
す
。
市
民
・
企
業
・
活
動

団
体
・
行
政
が
連
携
し
、
有
形
・
無
形
の

資
産
（
左
を
参
照
）を
時
代
変
化
に
対
応
し

た
新
た
な
価
値
に
高
め
る
べ
く
、
様
々
な

挑
戦
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
１　

「
継
承
」

　

I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
が
も
つ
個

性
が
希
薄
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
選
ば
れ

る
地
域
に
な
る
た
め
に
は
、
須
坂
の
強
み

や
魅
力
を
磨
き
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

守
る
べ
き
有
形
・
無
形
の
資
産（「
ほ
ん
も
の

の
誇
り
」
、「
つ
な
が
り
の
安
心
」
、「
す
こ
や

か
さ
の
活
力
」
）を
次
代
に
継
承
し
て
い
く

た
め
の
仕
組
み
と
担
い
手
を
つ
く
り
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
２　

「
進
化
」

　

情
報
化
社
会
の
次
に
く
る
新
し
い
社
会

と
し
て
、
国
は
「S

o
c
i
e
t
y
5
.
0

（
※
）
」を
提

　

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
社
会
課
題
を

筆
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
変
化
に
対
し

て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
前
向
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
す
べ
て
の
政
策
分
野
に
共
通
す
る
取

組
方
針
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
」と
し
て
定

め
ま
し
た
。

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
（
ま
ち
づ
く

　
り
の
基
本
指
針
）

唱
し
、
経
済
的
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。So

c
i
e
t
y
5
.
0

の

実
現
に
向
け
て
、Io

T

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
様
々
な
も
の
が
接
続
さ
れ
る
こ
と
）
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
（
巨
大
で
複
雑
な
デ
ー
タ
の

集
合
）
、AI

（
人
工
知
能
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
い

っ
た
新
た
なI

C
T

を
行
政
運
営
、
産
業
、
暮

ら
し
の
各
方
面
に
取
り
入
れ
、
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

（
※
）So

c
i
e
t
y
5
.
0

…
未
来
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
す
る
新
た
な
社
会
の
こ
と
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
指
針
３　

「
学
び
と
行
動
」

　

人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ご
と
と
し
て
地
域
の
課
題
に

向
き
あ
い
、
主
体
的
に
学
び
、
地
域
や
周

囲
の
人
々
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
須
坂
市
に
は
保
健
補
導
員

制
度
発
祥
の
地
と
い
う
学
び
と
行
動
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。こ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

一
人
ひ
と
り
の
学
び
と
行
動
を
促
し
、
共

創
に
よ
る
強
く
安
定
し
た
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。



2021年３月号・５・

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
い
財
政
状
況
を
迎
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
「
市
民
・
企
業
・

活
動
団
体
・
行
政
」
の
４
者
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
と
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
り
ま
す
。
本
計
画
は
行
政
計
画
で
あ

る
と
と
も
に
、
４
者
が
切
磋
琢
磨
し
、
協

力
し
て
「
共
創
」
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
共
通
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

　

本
計
画
で
は
、
世
界
規
模
で
顕
在
化
し

て
い
る
社
会
課
題
と
の
連
動
に
も
注
目
し

な
が
ら
施
策
に
取
り
組
む
た
め
、国
際
目
標

「S
D
G
s

（
エ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）」と
の
関
連
を

踏
ま
え
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
各
施
策
に

S
D
G
s

の
17
の
目
標
（
上
記
）を
関
連
付
け
、

国
際
的
な
目
標
の
方
向
性
と
の
対
応
を
意

識
し
な
が
ら
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■S
D
G
s

と
は

　

S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e

（
持
続
可
能
な
）

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

（
発
展
）G

o
a
l
s

（
目
標
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
。

　

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
17
の
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
発
展
途
上
国
だ
け
な
く
、

先
進
国
を
含
む
国
際
社
会
全
体
の
目
標
と

し
て
、
経
済
・
社
会
・
環
境
等
の
諸
問
題

を
総
合
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。
国
で
は
、
県
及
び
市
町
村
が

地
域
の
諸
問
題
の
解
決
にS

D
G
s

を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る

よ
う
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
人
口
は
総
合
戦
略
の
最
上
位
の
成

果
目
標
で
あ
り
、
本
計
画
に
お
け
る
将
来

像
の
実
現
と
と
も
に
達
成
し
て
い
く
べ
き

も
の
で
す
。
最
新
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
を
基
準
と
し

て
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
上
昇
や
子
育
て

世
帯
を
中
心
と
し
た
移
住
政
策
の
強
化
な

ど
に
よ
る
社
会
増
を
見
込
み
、
須
坂
市
の

２
０
３
０
年
の
目
標
人
口
を
４
６
８
０
０

人
に
設
定
し
ま
す
。

②
４
者
共
創
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・６・2021年３月号

総合計画における「７つの基本目標」と「施策等」

【基本目標１】　多様性を認め合い、誰もが活躍できるまち

◇性別・国籍・障がいの有無などの特性を超えて、互いに多様性を認め合い、人権を尊重し合える社

　会を目指します。

◇誰もが自分らしく輝ける活躍の場を持てる共生社会を目指します。

◇市民主体の健康づくり活動を継続し、人生100年時代にふさわしい先進モデルの確立を目指します。

◇高齢になっても安心して地域で過ごせる支え合いの地域包括ケアシステムを推進します。

◇高齢者も子どもも障がいのある人もない人も、全ての人が地域の中で孤立することなく誰もが安心

　して暮らすことができ、地域全体で見守り、寄り添い、支えあうまちを目指します。

《３つのチャレンジ指針》

《３つのチャレンジ指針》

基本施策１　一人ひとりが大切にされ活躍できるまちづくり

【基本目標２】　みんなで支えあい健やかに暮らせるまち

基本施策２　健康長寿のまちづくり

【施策１】人権尊重・共生社会の実現

〇互いの人権を尊重し合い、心豊かな生活を送ることができる

明るく住みよいまち

〇性別・国籍・年代等に関係なく、家庭や地域・学校・職場な

どあらゆる場面ですべての人が個性と能力を発揮し輝けるまち

□地域の学習会やイベントに参加し、人権

問題や男女共同参画を自分ごととして考え、

行動します

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

【施策２】健康づくりの推進

〇「自分の健康は自分でつくり守る」という市民主体の健康づく

りの意識や活動が根付いているまち

【施策３】地域医療支援体制の推進

〇市民がいつでも安心して必要な医療を受けられるまち

□主体的に健康づくりに取り組み、自己管理

を行います

□かかりつけ医やかかりつけ歯科医をもちま

す

□国民健康保険税を納期内に納めます

●人権教育や男女共同参画を効果的に進めるための地域組織との連携体制

●多様性を尊重し合える社会

●インターネット上の人権侵害など人権問題への対応

●人権問題や男女共同参画に関する学びの深化と一人ひとりによる人権の尊重

継承

継承

進化

進化

学びと行動

学びと行動

●市民自らが健康づくりを主体的に実践する地域のつながり

●いち早く取り組んできた須高地域の地域医療福祉介護のネットワーク推進

●保健補導員会や食生活改善推進協議会など健康づくりを推進する地区組織の社会状況の変化に

応じたあり方や事業内容の見直し

●支え合いの地域づくりのさらなる推進

●健診・医療・介護のデータの活用

●健康づくり・介護予防から社会参加促進まで幅広い高齢者支援を行うための関係部門の横断的

な連携

●市民を対象とした講座や企業と連携した研修会の開催による健康づくり等の推進

●地域課題の共有と解決のための場づくり

基本施策１と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、４、５、８、10、16、17

主な指標
「日常的に人権を尊重するようにしている」人の割合（％）　【現状値】60.0（2019年）⇒【目標値】70.0（2025年）
「男女共同参画社会の実現」の満足度（％）　【現状値】22.3（2019年）⇒【目標値】25.0（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割



2021年３月号・７・

◇安心して子育てができる地域の子育て力の強化やワンストップの子育て支援により、子どもがのび

　のび育ち、子育て世代に選ばれるまちを目指します。

◇刻々と変化する社会の中にあっても、自分の長所を見失わずに、チャレンジ精神をもって、いきい

　きと活躍できる人材を育む、特色ある教育が受けられるまちを目指します。

《３つのチャレンジ指針》

【基本目標３】　子どもの個性と力がのびのび育つ教育のまち

基本施策３　みんなで支えあう福祉のまちづくり

【施策４】生きがいづくりと介護予防の推進

〇人生100年時代において一人ひとりが健康寿命を延ばし、地域

の中で生きがいを持ちながら元気に生活できるまち

【施策５】高齢者福祉の充実

〇ひとり暮らしや介護を必要とする状態、認知症になっても、

住み慣れた地域で安心して暮らせるまち

□主体的にフレイル予防・介護予防に取り組

みます

□高齢者を見守り、地域の支え合いに主体的

に関わります

【施策６】地域福祉の推進

〇高齢者も子どもも障がいのある人もない人も、全ての人が地

域の中で孤立し、孤独になることのないよう、地域全体で見守

り、寄り添い、支援をすることができるまち

【施策７】障がい者福祉の充実

〇障がいのある人が必要な支援やサービスを安心して受けら

れ、地域の一員として、共に自分らしく安心して暮らせるまち

【施策８】生活困窮者への支援

〇生活に困窮している人が適切な相談・支援を受けられること

により、自立と尊厳が確保され、健康で文化的な生活を送るこ

とができるまち

□身近な地域での助け合いや見守り活動を行

います

□地域課題を共有し、自身の生活課題として

取り組みます

□障がいに対する理解を深めます

□見守りや必要な支援について学びます

□地域での見守りや声かけ等自分ができる支

援を行います

基本施策４　安心して子育てができるまちづくり

主な指標
「障がいのある方や困難を抱えている方に対して、必要があれば日常的に手助けをしている」人の割合（％）
【現状値】28.1（2019年）⇒【目標値】39.0（2025年）

基本施策３と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、２、３、４、８、10、11、16、17

基本施策４と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、２、４、５、11、16、17

　第六次須坂市総合計画「須坂みらいチャレンジ2030」　

主な指標
「健康維持・増進に取り組んでいる」人の割合（％）　【現状値】63.0（2019年）⇒【目標値】80.0（2025年）

基本施策２と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…２、３、４、８、10、16、17

●地域の子は地域の力で育てる意識醸成

●子どもたち一人ひとりが、主体的に、かつ様々な人と協働しながら学び、答えを導き出す力の育成

●日々進化する情報通信技術等の新しい技術を活用した教育により、子どもたち一人ひとりに最

適化された学びを提供

●家庭や地域の教育力向上

継承

進化

学びと行動

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

【施策９】切れ目のない子育て支援の充実

〇一人ひとりの子どもが、地域全体に見守られながらのびのび

育ち、安心して子育てできるまち

□子育ての悩みを抱えずに、周囲やセンター

に相談します

□子育ての仲間をつくり、地域での交流を行

います

□子育て世代をあたたかく見守り、できる範

囲でサポートします

主な指標
「子育てしやすいまち」だと思う市民の割合（％）　【現状値】51.8（2019年）⇒【目標値】53.0（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割



・８・2021年３月号 ・８・

基本施策７　文化・芸術・スポーツ活動に熱心なまちづくり

◇市民主体の学びやスポーツの活動を維持・発展させることを目指します。

◇人生100年時代を文化的で豊かに自分らしく生きることのできるまちを目指します。

◇地域の歴史・文化を学び地域に愛着を持ち、次の世代へ受け継がれるまちを目指します。

【基本目標４】　一人ひとりが学び、高め合うまち

基本施策６　主体的に学び合い、学びを生かすことができるまちづくり

《３つのチャレンジ指針》

●公民分館等の活動を通じて地域の文化等を学び継承していく人材の育成

●地域の宝（ほんものの誇り）を守り、須坂らしさを継承

●ICTをはじめ、自由な発想でより参加しやすい学習の機会の提供

●市民が主体的に取り組める場としての新しい公民館のあり方の検討

●官民連携による「まるごと博物館」構想の具現化

●学んだ者同士の連携と活動の拡大

●須坂市の文化・芸術の学びと継承、発展

【施策12】多様な生涯学習の推進

〇生涯にわたって学びたいときに学べる機会と場所があり、市

民同士が互いを高めあえるまち

□学びたいこと、必要なことを積極的に学び

ます

【施策13】文化・芸術・交流活動の推進と継承
〇地域の歴史・文化や芸術を市民が学び、親しみ、活躍するまち

【施策14】スポーツ活動の充実
〇スポーツを通じ、健康で生き生きと学び挑戦する心を育み、
地域の連帯感や活力が醸成されるまち

□子どもの頃から文化・芸術に親しみ（観覧

も含め）、文化・芸術に生涯関わります

□子どもの頃からスポーツに親しみ、生涯ス

ポーツに関わります

基本施策６と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…４、11、17

基本施策７と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…３、４、８、10、11、17

主な指標
「生涯学習の機会充実」の満足度（％）　【現状値】34.2（2019年）⇒【目標値】40.0（2025年）

主な指標
「生涯学習・文化芸術・歴史を大切にしたまちづくりの推進」の満足度（％）　
【現状値】33.9（2019年）⇒【目標値】50.0（2025年）
「日頃スポーツをする・観る・関わっている」人の割合（％）　【現状値】なし⇒【目標値】40.0（2025年）

主な指標
自分には良いところがあると答える児童生徒の割合（％）　

【現状値】小学校88.1、中学校75.5（2019年）⇒【目標値】小学校92.0、中学校82.0（2025年）

基本施策５と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、３、４、５、８、10、11、12、16、17

【施策10】特色ある教育の推進

〇地域の子は地域で育てる基本理念の下で、主体的・対話的で

深い学びや ICT の活用等を推進し、次代を担うたくましい人材

を育む教育のまち

【施策11】児童・青少年健全育成の推進

〇子どもたちが家庭や地域の中で様々な体験や交流を通じて自

ら生きる力を育み、生まれ育った地域への誇りや愛着をもてる

まち

□家庭の教育力向上のために講演会や PTA 活

動に積極的に参加します

□朝ごはんで子どもたちの健康と体づくりを

支えます

□信州型コミュニティスクールに協力します

□子どもと話し合い、家庭でインターネット

やゲームの使用ルールを決めます

基本施策５　次代を担う人材を育むまちづくり

継承

進化

学びと行動

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割



2021年３月号・９・

基本施策８　安全・安心で心穏やかに暮らせるまちづくり

《３つのチャレンジ指針》

※「ネットワーク型コンパクトシティ」…都市の中の多様な魅力を複数の拠点として集約（コンパクト化）し、それを利
便性の高い公共交通を中心とする多様な交通手段で連携（ネットワーク化）した都市のこと。

【施策15】防災体制の充実

〇「自助・共助・公助」の意識を共有し、日ごろから災害に対する

備えが十分になされ、災害が起きた後、速やかに復旧・復興が

でき、地域の防災力が充実しているまち

【施策16】消防・救急体制の充実

〇広域連携での消防・救急体制や設備が整い、安心して暮らせ

るまち

【施策17】交通安全対策の推進

〇市民を交通事故から守り、安全に安心して外出できる道路交

通環境の整備を推進するとともに、一人ひとりが交通安全とマ

ナーを守るまち

【施策18】消費生活の安全確保と意識向上

〇消費者情報の提供や地域との連携により、消費者の安全を守

るとともに、環境・社会に配慮した消費生活を送るまち

【施策19】地域安全活動の推進

〇地域ぐるみの見守り活動など地域のつながりを強め、市民・

地域・行政が連携しながら犯罪を未然に防ぐまち

【施策20】土地の有効利用の促進

〇低未利用地や耕作放棄地の減少及び須坂長野東インターチェ

ンジ周辺地区の有効な土地利用など、社会資本のストック効果

が発現されたまち

【施策21】安定的な上下水道の運営

〇生活に密接する水道が、安心・安定して供給され、持続的に

水量・水質が確保できるよう水源地の保全が図られているまち

□「自分の命は自分で守る」ことを心がけ、災

害に備えます

□自分や家族の生命、身体及び財産を保護す

るために、個人でできる応急手当や防火に対

する備えを行います

□交通ルールを理解し、自分を守る行動をし

ます

□自ら進んで消費生活に関する必要な知識・

情報の収集に取り組みます

□危険箇所を把握し、犯罪に遭わないように

行動します

□地域内パトロールの実施やあいさつ運動な

どコミュニケーションを活発に行い、不審者

を寄せ付けにくいまちづくりを進めます

□農用地や道路などの保全活動、緑化活動な

ど、地域の特性に応じた土地利用を行います

□水源となる環境を守ります

□水洗化に協力し、下水道を適切に使用しま

す

□道路・河川等に関する整備や修繕について

提案します

●安全・安心な暮らしの基盤となる地域組織の連携強化

●暮らしやすい市街地と田園や豊かな自然環境との調和

●新たな感染症の流行や大災害の起こりうる時代における安全・安心な暮らしへの備えのアップ

デート

●災害予測へのICTの活用

●須坂市版ネットワーク型コンパクトシティ（※）の形成

●一人ひとりが感染症や防災について学び、意識を高め、自助・共助を実践

●環境保全や循環型社会づくりに向けた一人ひとりの実践

基本施策９　快適で便利な都市基盤のあるまちづくり

基本施策８と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、３、５、９、11、12、13、16、17

主な指標
「災害に対する備えを行っている」人の割合（％）　【現状値】31.8（2019年）⇒【目標値】35.0（2025年）
「交通マナーを守っている」人の割合（％）　【現状値】86.5（2019年）⇒【目標値】90.0（2025年）

　第六次須坂市総合計画「須坂みらいチャレンジ2030」　

◇自然災害の教訓を活かし、気候変動の時代に向けて災害に強いまちを目指します。

◇交通安全や防犯、消費生活の安全に対して自主的な活動が行われ、啓発意識が高いまちを目指します。

◇自然と調和しながら、先進的で快適な生活を享受できるまちを目指します。

◇豊かな自然環境を未来の世代に引き継ぐため、環境保全に対する意識が高いまちを目指します。

【基本目標５】　安全・安心で快適な生活と美しい自然環境がともにあるまち

継承

進化

学びと行動

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

基本施策９は10ページへ続く



・10・2021年３月号

◇農林業、商工業・観光業・サービス業との連携を進めるなど、既存産業の高付加価値化や新産業創

　出を目指します。

◇個々の属性に関わらず雇用機会が豊富にあり、起業にチャレンジしやすいまちを目指します。

【基本目標６】　活力と賑わいのある自立したまち

《３つのチャレンジ指針》

●全国有数の果物産地を支えてきた農業者の技術の継承

●ものづくりの技と精神の伝承

●社会全体の財産としての森林

●そこに暮らす人々による歴史や伝統の継承

● ICT を活用した農業の栽培技術等の革新

●航空レーザ測量やドローン等による森林情報の把握

● AI･IoT 等を活用した新技術・新製品の開発

●ウィズコロナ時代の新しい生活様式に対応した観光振興

●一人ひとりが地域産品の価値を知り、周囲に勧めるなど地産外商の取組み

●森林が有する多面的機能への理解

●まちの活力や賑わいの創出に向けて、民間事業者、関係機関、行政がそれぞれの強みを生かし

た役割を実践

【施策25】自然環境の保全

〇市民の皆さんが身近で自然にふれあい、自然保護の啓発や実

態把握に努め、効果的な環境保全がすすめられているまち

【施策26】須坂らしい景観づくりの推進

〇須坂の特徴的な自然の景観と、看板、花壇など人工的な景観が

調和し、美しく須坂らしい景観づくりや賑わいを創出するまち

【施策27】循環型社会の推進と地球温暖化対策

〇地球温暖化防止のための意識改革・生活様式の見直しがすす

められているまち

□一人ひとりが自然に親しみ、自然環境の保

全に取り組みます

□須坂の景観、町並みに関心を持ち保存や活

用を図ります

□花や緑による潤いのあるまちづくりを推進

します

□ごみの分別やリサイクル、減量化に努めま

す

□地球温暖化の原因となる CO2 を削減するた

め、環境に配慮した行動をします

基本施策10　豊かな自然と調和する個性あるまちづくり

基本施策10と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…３、４、６、７、８、９、11、12、13、14、15、17

主な指標
「環境にやさしい生活を実践している」人の割合（％）　【現状値】51.1（2019年）⇒【目標値】60.0（2025年）

基本施策９と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…１、３、６、７、９、11、13、14、15、17

継承

進化

学びと行動

【施策22】道路整備や治水対策の推進

〇長期的視点に立った橋や道路、治水施設などの整備や老朽化

対策を行い、生活インフラの安全性が確保されたまち

【施策23】安心で快適な住環境の促進

〇耐震化やバリアフリー化など市民の皆さんが快適で安全に暮

らせる居住環境が整い、空き家が適切に活用されているまち

【施策24】公共交通の確保

〇電車やバスなど公共交通の必要性を理解し、みんなで利用し

て支え、持続可能な公共交通の環境が整っているまち

□住宅の所有者として適正な管理を行います

□公共交通に関心を持ち必要性を理解し、積

極的に利用して確保維持に努めます

主な指標
「電車、バス、乗合タクシーを利用している」人の割合（％）　【現状値】16.7（2019年）⇒【目標値】20.0（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割



2021年３月号・11・

基本施策11　多様な産業の活力あふれるまちづくり

基本施策12　交流と賑わいのあるまちづくり

基本施策12と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…８、９、11、12、17

　第六次須坂市総合計画「須坂みらいチャレンジ2030」　

◇ ICT 化を進めるとともに、民間活力を活かしたスピード感のある効率的な行政運営を目指します

◇地域の魅力を発信し、住みたいまち、選ばれるまちを目指します

◇対話や信頼関係に基づき、住民や自治組織と行政が共創するまちづくりを目指します

【基本目標７】　市民とともにつくる持続可能なまち

《３つのチャレンジ指針》

●共創のまちづくりの基盤となる自治組織の存続と担い手育成

● SNS など効果的なインターネットメディアを活用した広報広聴活動

●オンライン申請やAI・RPA（※）の導入など、Society5.0時代にふさわしい行政運営による業務効

率化

●新しい生活様式等を踏まえた職員の働き方の革新

●地域資源や課題の見える化と共有の場づくり

●自助・互助（住民）、共助（共創）、公助（行政）の役割の理解とまちづくりへの協働・参画意識の向上

※「RPA」…Robotic Process Automationの略。人工知能を備えたソフトウエアのロボット技術により、定型的な事務

作業を自動化・効率化すること。

継承

進化

学びと行動

【施策32】商業の活性化

〇個性的で魅力のある店が集まり、歴史ある町並みを感じなが

ら歩いて買い物を楽しめるまち

【施策33】地域資源を活かした観光の振興

〇蔵の町並み、素晴らしい自然や景観などの観光資源を磨き、

須坂でしかできない体験を観光客に提供できるまち

〇豊かな自然と歴史文化に恵まれた観光資源を磨き、市民にも

訪れた人にもやさしいまち

【施策34】特色を生かした地域振興の推進

〇須坂市の様々な魅力が全国に発信され、全国に広く認知され

ることにより、産業の活性化や交流人口・関係人口の増加につ

ながるまち

□他のまちにはない須坂の良さに着目し、再

認識します

□須坂のまちの魅力と豊かさを自ら楽しみま

す

□自身の住むまちに誇りを持ち、まちづくり

活動に取り組みます

□市外の知人・友人にふるさと納税や SNS を

通じて須坂市の様々な魅力をPRします

主な指標
「日用品などできるだけ市内のお店で買い物するようにしている」人の割合（％）
【現状値】58.2（2019年）⇒【目標値】65.0（2025年）
「須坂市を観光地として市外の人にすすめている」人の割合（％）　【現状値】20.0（2019年）⇒【目標値】25.0（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

【施策28】農業の活性化

〇須坂の土地や気候を活かした付加価値の高い農業が活発に行

われ、市内外から新規就農する人が生まれるまち

【施策29】森林の保全・活用

〇適切な森林の育成管理と基盤整備により、森林を社会全体の

「緑の財産」として次の世代に引き継ぐまち

【施策30】強みを活かした新産業の創出

〇生産性の高いものづくりやサービス産業が行われているまち

【施策31】雇用機会の充実と産業人材の育成

〇働く意欲を持った人たちが、その知識や能力をいかし、豊か

な生活を送ることができるまち

□農産物のおいしさを市外・県外へPRします

□社会全体の財産である森林について関心を

持ち、資源を活用します

□須坂で生まれた新製品、新技術に関心を持

ち、積極的に発信します

□個々のおかれている環境や属性に関わらず、

多くの市民が就業します

基本施策11と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…２、４、５、６、８、９、10、11、12、13、15、17

主な指標
農業産出額（千万円）　【現状値】866（2018年）⇒【目標値】950（2025年）
新技術・新製品開発件数（件）　【現状値】２（2019年）⇒【目標値】10（累計）（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割



・12・2021年３月号

【施策38】移住定住の促進及び若者の結婚支援

〇県内外の移住定住希望者の様々なニーズに応えられるよう、

相談体制・情報発信・受け入れ体制を充実させ、更なる移住定

住者が増えるまち

〇若い世代の結婚希望者が結婚しやすいまち

【施策39】協働・市民参画の推進

〇市民、活動団体、民間企業など地域で活動している様々な組

織や個人が、行政と協力しながら主体的に地域の課題解決に取

り組むまち

□移住者の受入支援や理解に努め、受入れに

対する地域の担い手となります

□結婚支援に関する各種講座やイベントへの

参加について、知人等への情報提供を積極的

に行います

□市政への関心を高めるとともに、自らが住

みよい活力あるまちづくりに主体的に取り組

みます

基本施策14　活力にみちた共創のまちづくり

総合計画の詳細は市ホームページでご覧いただけます。

製本冊子については３月末に完成予定です。

冊子は情報コーナー（市役所本庁舎２階）、生涯学習センター及び各地域公

民館、図書館でもご覧いただけます（４月中旬から）。

政策推進課（市役所本庁舎２階）窓口でも４月中旬から販売（１冊1,200円）

します。

基本施策13　未来志向型の行政経営を行うまちづくり

【施策35】広聴・広報の充実

〇市民との対話や、市民アンケート、各種調査などで市民の幅

広い意見や、日頃感じていることなどの情報を集め、行政情報

を分かりやすく提供できるまち

【施策36】ICT等による利便性の向上と業務効率化の促進

〇 ICT 等の最新技術を利活用し、効率的な行政運営をするとと

もに、情報格差や地域格差が改善され、市民が便利で快適な生

活を送れるまち

〇法令を遵守し、業務の効率化、経費削減と職員の負担軽減、

ワーク・ライフ・バランス、在宅勤務など新たな働き方の実現

【施策37】長期的展望に立った財政運営

〇財政状況の長期展望を踏まえた上で、市税等の自主財源をは

じめ、あらゆる財源の確保に努め、収支バランスの取れた財政

運営がされているまち

□スマートフォンなど ICT を活用し、市の情

報を入手する環境や意識向上に努めます

□ ICT の利活用に慣れるとともに、情報収集

やオンライン手続きを積極的に利用します

□今後、各種サービスとの紐づけに重要とな

るマイナンバーカードの取得とマイナンバー

関連の動向に関する情報把握に努めます

□市の財政状況等に日頃から関心を持ち、納

税意識の向上に努めます

基本施策13と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…５、８、９、10、12、16、17

基本施策14と関連性の深いSDGsのゴール（５ページ上段を参照）…10、11、16、17

主な指標
「広報須坂」を読んでいる人の割合（％）　【現状値】86.5（2019年）⇒【目標値】90.0（2025年）
「ICTによる利便性の向上と効率的なシステム運用」満足度（％）　【現状値】13.3（2019年）⇒【目標値】20.0（2025年）

主な指標
行政のサポートによる移住者数（人）　【現状値】186（2019年）⇒【目標値】336（2025年）

「市民として、さまざまな形で市政（須坂市のまちづくり）に参加している」人の割合（％）　
【現状値】16.2（2019年）⇒【目標値】25.0（2025年）

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

施策名・施策の目指す姿 市民の皆さんの役割

市ホームページ「総

合計画」のページへ
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　第六次須坂市総合計画「須坂みらいチャレンジ2030」　

「第五次総合計画の成果及び課題を踏まえた第六次総合計画の推進」

　第五次須坂市総合計画は、将来像を「一人ひとりが輝き、磨かれた『ほんもの』の魅力あふれる

まち 須坂」とし、「にせもの」や「作りもの」ではなく、私たちの思いが込められている須坂だけに

ある「ほんもの」を市民との共創により増やしていきたいとの思いをもって計画を推進されてきた。

　前計画策定当時から社会や技術が大きく変化し、利便性が向上したものの、新型コロナウイル

スをはじめとする感染症や、いつ起こるか分からない大規模災害といった危機への対応など環境

変化や社会変動のリスクは山積している状況である。こうした激動の変化が予想される今後10年

間においても、前計画での成果と課題を踏まえ、本市がこれまで築き上げてきた有形・無形の資

産である「ほんもの」を生かし、さらに磨き上げながら、様々な困難にチャレンジできる実効性の

ある総合計画として推進されたい。

「あらゆる主体が切磋琢磨し役割と責任を果たす「共創」による総合計画の推進」

　大きな変化が予想される今後の社会にあっては、「市民・企業・活動団体・行政」の４者が知恵を出

し合い、それぞれの立場で役割と責任を果たすことがこれまで以上に重要となる。第六次総合計

画の将来像である「『豊かさ』と『しあわせ』を感じる共創のまち 須坂」を実現するため、一人ひと

りのありたい目標は異なっていても、それぞれが多様性を生かしながら切磋琢磨し、また、協力

することで「豊かさ」や「しあわせ」を市民で共有することができる。

　本計画は基本計画の各施策において「共創のまちづくりに向けた各主体の役割」を明記し、将来

像に掲げる共創の視点をより明確にした。施策の推進にあたり、各主体の役割を意識し、一層の

共創により計画を推進されたい。

「チャレンジ指針（継承・進化・学びと行動）を意識した計画の推進」

　ICT（情報通信技術）化やグローバル化の進展、人口減少の加速など、社会情勢や市民を取り巻

く環境が日々刻々と変化する中、須坂の強みや魅力を磨き、みんなで育て、次代に継承していく

ことが重要である。

　また、「Society5.0社会」の中で新たな技術を行政運営、産業、暮らしの各方面に積極的に取り

入れる「進化」の視点も重要である。そして最も大切なのは困難な時代にあっても一人ひとりが自

分ごととして地域の課題と向き合い、地域及び周囲のために学び、そして行動する。その行動が

地域のきずなと活力を生み出し、強く安定した地域を形成するものと考えている。本計画にはこ

れらの視点をまちづくりの基本指針（チャレンジ指針）として盛り込んだ。

　本指針を全ての施策を進める上での横串として位置付け、計画を推進されたい。

 

「SDGs（持続可能な開発目標）の基本目標に掲げた方向性との対応を意識した計画の推進」

　人権問題や環境問題などをはじめ、多様な社会課題について行政が目指す方向は国が目指す方

向とも一致しており、国も市町村が地域の諸問題の解決にSDGsを活用することにより地方創生を

推進するよう推奨している。

　また、コロナ禍におけるニューノーマル（「新たな日常」や「新しい生活様式」）の構築に向けた活

動が展開される中、様々な施策を長期的視点であるSDGsと連動して進めることが効果的であり、

地域経済及び生活などの変革の大きなチャンスとなり得る。

　このような背景から、本計画では基本構想にSDGsの視点を明記し、国際的な目標の方向性との

対応を意識しながら施策を進めることを宣言し、各施策にもSDGsの基本目標との紐づけを行う形

で策定したため、施策との対応を十分意識して計画を推進されたい。

第六次須坂市総合計画・前期基本計画答申にあたって

須坂市総合計画審議会

会長　遠藤 守信
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で
精
一
杯
対
処
し
ま
す
」と

の
お
言
葉
、
ま
た
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
も
ご
理
解
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
県
や
国
と
も
信
頼
関
係
が
あ

り
、
区
か
ら
の
要
望
を
県
や
国
へ
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、
説
得
力

が
あ
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
人
々
の
協
調

行
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
効
率
性
を
高
め
る
、 

「
信
頼
」「
規
範
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
っ
た
社
会
組
織
の
特
徴
）

が
大
切
で
す
。
須
坂
市
は
共
創
の
精
神
が
豊
か
な
地
域
で
す
。
こ

の
よ
き
伝
統
を
育
み
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
使
命
感
を
区
の
要
望

書
な
ど
か
ら
強
く
感
じ
ま
し
た
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
補
助
金

申
込
・
問
合
せ　

商
業
観
光
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

補
助
金

　

店
舗
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
の

環
境
整
備
や
施
設
整
備
な
ど
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
金
の
概
要

対
象
者　

市
内
に
事
業
所
・
店
舗

を
設
置
し
、
事
業
を
営
ん
で
い
る

者
（
飲
食
店
、
小
売
業
、
宿
泊
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
理
美
容
業
な
ど
。

た
だ
し
、
チ
ェ
ー
ン
店
・
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
店
を
除
く
）
で
、
申
請

時
点
で
市
税
の
滞
納
が
な
い
者

※
交
付
は
１
カ
所
の
事
業
所
・
店

舗
に
つ
き
１
回
で
す
。

補
助
額　

対
象
経
費
の
合
計
額
の

２
分
の
１
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）

対
象
経
費　

１
月
14
日
㈭
～
６
月

30
日
㈬
の
期
間
に
事
業
所
・
店
舗

の
感
染
防
止
対
策
に
要
し
た
経
費

新
た
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。

【
例
】

▼
仕
切
り
用
ア
ク
リ
ル
板

▼
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

▼
非
接
触
型
体
温
計

▼
非
接
触
型
消
毒
薬
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

▼
非
接
触
型
自
動
水
栓
（
蛇
口
）

▼
空
気
清
浄
機
・
加
湿
器

▼
換
気
扇
・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

▼
ト
イ
レ
内
の
人
感
セ
ン
サ
ー
付

き
照
明

▼
事
業
所
・
店
舗
に
必
要
な
網
戸

（
修
繕
・
交
換
は
対
象
外
）

▼
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事

※
空
気
清
浄
機
な
ど
は
、
メ
ー
カ

ー
が
推
奨
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
効
果
が

あ
る
」な
ど
の
記
載
の
あ
る
も
の
が

対
象
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
単
な
る

消
耗
品
の
購
入
な
ど
は
経
費
の
対

象
外
で
す
。

申
請
期
間

３
月
16
日
㈫
～
４
月
15
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
書
類

▼
交
付
申
請
書

▼
収
支
予
算
書

▼
事
業
に
関
わ
る
見
積
書
の
写
し

▼
誓
約
書　

な
ど

※
書
類
は
、
商
業
観
光
課
（
シ
ル

キ
ー
ビ
ル
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

交
付
決
定　

交
付
の
可
否
は
、
申

請
受
付
後
に
審
査
を
行
っ
て
順
次

決
定
し
ま
す
。

交
付
条
件

▼
業
務
発
注
お
よ
び
物
品
購
入
な

ど
は
市
内
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ

と
（
発
注
で
き
な
い
特
別
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
く
）

▼
既
に
「
長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
推
進
宣
言
」
を
し
て
い
る
か
、

事
業
実
績
報
告
ま
で
に
宣
言
を
す

る
こ
と

実
績
報
告　

交
付
決
定
を
受
け
た

事
業
者
は
、
補
助
対
象
事
業
完
了

後
に
、
実
績
報
告
と
し
て
必
要
書

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
績
報
告
お
よ
び
補
助
金
請
求
書

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
交
付
決
定

時
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

提
出
期
限
…
６
月
30
日
㈬

2021年３月号 ・14・



地域活性化事業

「人」・「地域資源」で紡ぎだすまちの
元気創出事業

問合せ　信州須坂まちの元気創出推進委員会事務局

　　　　（文化スポーツ課）（☎026‐248‐9027）

事
業
の
実
施
体
制

　

「
ま
ち
の
元
気
創
出
事
業
」を
推

進
す
る
た
め
、
市
内
団
体
で
組
織

す
る
「
信
州
須
坂
ま
ち
の
元
気
創

出
推
進
委
員
会
」
が
２
０
２
０
年

７
月
30
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
国
の
地
方
創
生
推

進
交
付
金
（
３
年
間
）を
活
用
し
、

文
化
振
興
や
地
域
消
費
の
活
性
化

を
図
り
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

「まるごと博物館構想」を核とした

【
信
州
須
坂
ま
ち
の
元
気
創
出
推

進
委
員
会
】

　

事
業
戦
略
の
決
定
、
各
部
会
の

検
討
結
果
を
反
映
し
た
事
業
計
画

な
ど
の
決
定

【
文
化
振
興
部
会
】

　

文
化
振
興
と
地
域
へ
の
愛
着
度

向
上
（
若
者
の
転
出
抑
制
・
市
内

還
流
）

【
産
業
振
興
部
会
】

　

観
光
消
費
額
の
増
加
と
新
た
な

雇
用
創
出
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
材
の

育
成

【
回
遊
促
進
部
会
】

　

観
光
集
客
施
設
と
の
相
乗
効
果

で
市
内
へ
の
人
の
流
れ
を
循
環
（
地

域
資
源
に
よ
る
回
遊
性
）

　

部
会
ご
と
に
計
画
作
成
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
て
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
事
業
を
作
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

事
業
戦
略

　

12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
委
員
会
で
事
業
戦
略
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
無
関
心
」
の
状
態
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
者
に
対
し
、
一
定
の
詳
細

情
報
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
提
供
す
る

こ
と
で
、「
無
関
心
層
」を
「
関
心
層
」

に
変
え
る
。

▼
地
域
内
の
資
源
価
値
を
増
幅
し
、

新
た
な
資
源
活
用
方
法
を
生
み
出
す
。

▼
競
争
優
位
資
源
…
蔵
の
町
並
み
、

臥
竜
公
園
、
峰
の
原
高
原
、
北
信

濃
く
だ
も
の
街
道
に
新
た
な
情
報

を
付
加
す
る
こ
と
で
資
源
価
値
を

高
め
る
。
競
争
優
位
資
源
を
新
た

　

２
０
２
０
年
度
は
、「
事
業
戦
略

の
構
築
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
開
発
」「
ま
る
ご
と
博
物
館

W
E
B

サ
イ
ト
の
構
築
」「
市
内
の
交
通
調

査
検
討
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
、
２
０
２
２
年
度
は
、

本
年
度
策
定
し
た
各
部
会
の
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
実
施
事
業
は

次
の
通
り
で
す
。

【
文
化
振
興
部
会
】

　

愛
着
度
向
上
を
目
的
と
し
た
学

校
構
想
事
業
（
講
座
開
催
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
）

【
産
業
振
興
部
会
】

　

戦
略
資
源
活
用
に
よ
る
産
業
拡

大
（
観
光
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
企

画
な
ど
）
、
地
域
の
産
品
を
地
域
で

消
費
す
る
仕
組
み
づ
く
り
（
ぶ
ど

う
の
ス
イ
ー
ツ
開
発
な
ど
）
、キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｅ
Ｃ
化
、
関
係
人

口
創
出
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
）

【
回
遊
促
進
部
会
】

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
看
板
デ
ザ
イ

ン
、
総
合
的
休
憩
所
・
地
域
交
流

拠
点
整
備
、
公
共
交
通
を
使
い
や

す
く
す
る
仕
組
み
の
導
入

２
０
２
１
年
度
実
施
事
業

須
坂
の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　

須
坂
の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
が
３
月
中

に
完
成
し
ま
す
。

　

詳
細
は
須
坂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
『
広
報
須
坂
』
４
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

須坂のイベント情報や

小学校の副読本をもと

に作成されたクイズ

コーナーも！

文化財や店舗の情報を

掲載。おすすめコメン

トも投稿できます。

スマートフォ

ンを通して店

舗や文化財が

発見できます。

※
画
像
は
開
発
中
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

な
切
り
口
で
切
り
取
り
再
構
築
す

る
な
ど
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。

《
戦
略
の
基
軸
》

無
関
心
層
を
関
心
層
に
変
え
る

戦　略　資　源

文化財保存活用倉庫
大型機械など製糸業

関連、映画関連資料

などの活用

米子大瀑布
滝のスケール感とか

つての「鉱山のまち」

須坂のぶどう
生産者エピソードな

どの発信、スイーツ

の開発

戦略資源…競争力を高め、注目させる入口となる資源

2021年３月号・15・



2021年３月号 ・16・

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

健　康

守ろう大切な命

３月は自殺対策強化月間です

　

３
月
は
進
学
や
就
職
、
転
勤
な

ど
生
活
環
境
が
変
化
し
、
心
身
と

も
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
時

期
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
生
活
の
不
安
や

制
限
な
ど
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
が
続
い
た
り
重
な
っ

た
り
す
る
と
、
憂ゆ

う
う
つ鬱

な
気
分
や
意

欲
の
低
下
、
不
眠
や
頭
痛
な
ど
の

不
調
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
調
が
長
く
続
き
、
生
活
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
に
な
る
と
、
う
つ

病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
が
疑
わ

れ
ま
す
。

う
つ
病
と
自
殺
の
関
係

周
囲
の
人
が
サ
イ
ン
に
気
づ

い
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い

　

自
殺
の
８
割
以
上
が
、
直
前
に

な
ん
ら
か
の
精
神
疾
患
を
患
っ
て

お
り
、
中
で
も
う
つ
病
の
割
合
が

特
に
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
早
期
に
相
談
・
治

療
を
行
う
こ
と
で
、
回
復
も
早
く

良
く
な
り
ま
す
。
う
つ
病
の
サ
イ

ン
に
早
く
気
づ
く
こ
と
は
自
殺
を

防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

左
の
サ
イ
ン
を
参
考
に
、
う
つ

病
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
サ
イ
ン
に
気
づ

い
た
ら
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

□以前に比べて表情が暗く、元気がない

□体調不良の訴えが多くなる

□仕事や家事の能率が低下、ミスが増える

□周囲との交流を避けるようになる

□遅刻、早退、欠勤・欠席が増える

□趣味やスポーツ、外出をしなくなる

□飲酒量が増える　など

大切な人の「いつもと違う」に気づく

　～うつ病を疑うサイン～

当てはまる項目が多いほど、その人は

何か悩みを抱えているかもしれません。

悩
み
や
不
安
を
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

悩
ん
で
い
る
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
周
囲
の

方
も
、
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
に
よ

　

る
相
談
）

　

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３

▼
悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

　

（
通
話
料
無
料
）

【
相
談
時
間
】

　

月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝

　

日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

　

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
家
族
同
士

で
話
し
合
っ
た
り
、
病
気
や
本
人

と
の
関
わ
り
方
を
、
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
11
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

受
講
料　

無
料

申　

込　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

声
か
け

　

サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず

「
大
丈
夫
？
」「
最
近
疲
れ
て
な
い
？
」

な
ど
と
声
を
か
け
、
心
配
し
て
い

る
こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
ま
し
ょ

う
。

話
を
聞
く

　

無
理
に
励
ま
し
た
り
、
本
人
を

責
め
た
り
せ
ず
、
じ
っ
く
り
話
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぐ

　

専
門
の
相
談
窓
口
や
か
か
り
つ

け
医
な
ど
の
医
療
機
関
へ
の
相
談

を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

見
守
る

　

回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、

治
療
中
も
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。



2021年３月号・17・

　

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
本
人
が
相

談
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
家
族
の
方
が
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
談
窓
口
は

下
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
き
こ
も
り
と
は
、
学
校
へ
の

登
校
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
仕
事
と
い

っ
た
外
と
の
交
流
を
避
け
、
原
則

的
に
は
６
カ
月
以
上
家
庭
に
と
ど

ま
り
続
け
て
い
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
ひ
き
こ
も
り
で
あ
っ
て
も
他

者
と
直
接
的
な
交
流
を
持
た
な
い

外
出
（
買
い
物
・
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
）

は
可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
一
つ
の
原
因
で

起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
特
定
の
精
神

疾
患
や
発
達
障
が
い
な
ど
が
ひ
き

こ
も
り
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

家
族
の
方
は
、
ひ
き
こ
も
り
の

原
因
が
自
分
の
関
わ
り
方
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、「
育

て
方
」
や
「
し
つ
け
」
に
の
み
原
因

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

ど
う
し
て「
ひ
き
こ
も
り
」に

な
る
の
で
し
ょ
う
か

　

市
で
は
、
総
合
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
須
坂
市
生
活
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」
（
以
下

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」
）
を
開
設
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
）

し
て
い
ま
す
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」で
は
、
専
門

の
支
援
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
相
談
者
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
一
緒
に
整
理
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
、
他
の

専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

方
で
、
生
活
に
お
困
り
の
方
は
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

「
長
く
失
業
し
て
い
る
」「
ひ
き

こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
」「
働
い
た

経
験
が
な
く
不
安
」
な
ど
生
活
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
時
間　

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
12
月
29

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

相
談
料　

無
料

※
相
談
は
原
則
予
約
制
で
す
。
希

望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

須
坂
市
大
字
須
坂
３
４

４
‐
１
‐
60
（
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
９
７
７


０
２
６
‐
２
１
４
‐
９
８
８
３

Ｅ
メ
ー
ル　

m
a
i
s
a
p
o
@
s
u
z
a
k
a

‐

s
h
a
k
y
o
.
j
p

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
い
さ
ぽ
須
坂
の
情
報

※各相談窓口の受付時間:月～金曜日（祝日、12月29日～１月３日を除く）午前８時30分～午後５時15分

福
　
祉

生
活
に
お
困
り
の
方
は

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

福　祉

問合せ　▼福祉課（☎026‐248‐9003）

　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

ひきこもりで悩んでいませんか

須坂市生活就労支援センター「まいさぽ須坂」
（須坂ショッピングセンター内 詳細は下記参照）

ひきこもりの相談機関・場所 連絡先主な相談内容

仕事に就けない、家庭や心身の問題などに関する事 026-248-9977

026-248-9023

026-248-9026

026-248-0001

026-245-4566

026-266-0280

保健センター（健康づくり課）こころやからだの悩みに関する事

18歳までのお子さんに関する事

いじめ・不登校など学校生活に関する事

高齢者の悩みに関する事

ひきこもりに関する事

子ども課

教育相談室（学校教育課）

地域包括支援センター（高齢者福祉課）

長野県ひきこもり支援センター
（長野県精神保健福祉センター）



2021年３月号 ・18・

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

ごみ処理

引っ越しなどで多量のごみが
出たときの処理方法

　

引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
出
た
多
量
の
ご
み
は
、
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
出
さ
ず
、
種
類
ご
と
に
左
表
の
搬
入
場
所
に
出
す
か
、
市
の

許
可
を
受
け
た
事
業
者
（
下
表
参
照
）
に
運
搬
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
通
常
の
収
集
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

方法①…製品を購入した店や買い替えた店に相談してく　
　　　　ださい。
方法②…市役所前拠点回収にお出しください。
　　　　と　き　３月20日㈯午前９時～正午
　　　　ところ　市役所前駐車場

月～金曜日※　
        午前８時30分～11時30分
        午後１時　　～４時30分
土曜日　午前８時30分～11時30分

月～金曜日※
　　午前８時40分～午後４時30分

▼可燃ごみ
▼可燃性粗大ごみ

▼不燃ごみ
▼不燃性粗大ごみ
▼蛍光管

有料…10㎏ごとに
160円

有料…10㎏ごとに
150円（消費税別）
※蛍光管は無料

▼缶類
▼古紙類
▼ペットボトル
▼ビン類
▼蛍光管

▼テレビ
▼エアコン
▼冷蔵庫・冷凍庫
▼洗濯機・衣類乾
　燥機

有料…品目により
リサイクル料金と
収集運搬料金が異
なります。詳しく
はお問い合わせく
ださい。

㈱ミノル産業リサイクルセ
ンター（☎026‐246‐0153）

㈱タケモト
（☎026‐248‐8111）

須坂市清掃センター
（☎026‐246‐9000）

ながの環境エネルギー
センター
（☎026‐222‐5301）

種類 処理費用搬入場所 搬入時間

▼缶類
▼古紙類

無料
※古紙は紙ひもで
縛るなど、それぞ
れの出し方は、普
段ごみステーショ
ンに出す際と同じ
です。

月～土曜日※　午前８時～正午
午後１時～５時

※土曜日は休みの場合があります
ので、直接お問い合わせください。

日野地域公民館
毎週火・木曜日※
午前９時～11時

エコサポートすざか
（旧上高井郡役所内）

毎週土・日曜日　
午前９時30分～11時30分

■市内の一般廃棄物収集運搬業許可事業者一覧(2021年２月現在)

　（３月末で許可が切れる場合があります）

※
左
表
の
「
多
量
ご
み
」は
家
庭
か
ら
出
る
多
量
ご
み
、
「
家
電
４
品
目
」

は
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
）
・
洗
濯
機
（
衣
類
乾
燥
機
）

で
す
。
○
が
つ
い
て
い
る
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
）
。

※
市
外
の
事
業
者
や
最
新
の
許
可
事
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※祝日を除く

（公社）須高広域シルバー人材センター

名　　称

田幸誠一 （リセット）

㈱環境クリエイション

㈱ミノル産業

㈱タケモト

宮本幸一 （ヒューマンランド）

㈲中村電音

吉田興業㈱

住所

大字須坂1218番地

墨坂一丁目９番１号

大字幸高313番地㈲トラスト

墨坂南一丁目20番３号

大字米持236番地

大字小河原971番地４

大字塩川526番地１ 

大字須坂1574番地36

大字小河原1299番２

電話番号

026‐246‐2003

090‐8962‐8311

026‐248‐1984

026‐245‐9400

026‐245‐0533

026‐248‐8111

026‐248‐7190

026‐245‐4516

090‐8009‐4141

家電
４品目

多量ごみ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



2021年３月号・19・

手続き

転入や転出の手続きをお忘れなく

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

手続き内容　▼転入・転出・転居届の受付▼各種戸籍届出▼住民票や印鑑登録証明書

　　　　　　などの証明書交付▼印鑑登録▼マイナンバーカードの交付手続きなど

※手続きの内容によっては、後日ご来庁いただく場合があります。

■３月27日㈯・28日㈰の午前８時30分から正午まで、市民課窓口を開きます

　春は入学や就職などの季節です。転入や転出などをする方は、

下表を確認の上、市民課（窓口１番）で手続きをお願いします。

　

外
国
人
の
方
や
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
左
表
以
外
に
も
持
ち
物
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
パ
ス
ワ
ー
ド

（
数
字
４
桁
）
の
入
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

住
所
の
異
動
手
続
き
に
は
本
人

確
認
が
必
要
で
す
。
身
分
を
証
明

す
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

身
分
を
証
明
す
る
も
の　

▼
運
転

免
許
証
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

▼
パ
ス
ポ
ー
ト
▼
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド　

な
ど

注
意
事
項

申
請
方
法

送
付
対
象
者

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

市外から須坂

市に引っ越し

てきた日から

14日以内

市外に引っ越

しをする日ま

で

市内で新しい

住所に住んで

から14日以内

　はんこ　　転出証明書（前住所地で発行）

　マイナンバーカード（所有者全員分）

　住民基本台帳カード（所有者全員分）

　年金手帳（第１号被保険者）

　介護保険受給資格証明書（前住所地で発行された方）

　はんこ　　国民健康保険証（加入者）

　印鑑登録証（登録者）　　福祉医療費受給者証（受給者）

　介護保険被保険者証（65歳以上または受給者）

　後期高齢者医療保険証（75歳以上または受給者）

　はんこ　　国民健康保険証（加入者）

　マイナンバーカード（所有者全員分）

　住民基本台帳カード（所有者全員分）

　福祉医療費受給者証（受給者）

　介護保険被保険者証（65歳以上または受給者）

　後期高齢者医療保険証（75歳以上または受給者）

転入届

転出届

転居届

▼ ▼

▼
▼

▼
▼

▼ ▼

▼
▼

▼
▼ ▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼

種類 届出期限 持ち物

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
方
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
別
の
機
会
に
交

付
申
請
書
を
送
付
し
て
い
る
（
ま

た
は
送
付
予
定
）
た
め
、
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
75
歳
以
上
の
方

▼
令
和
２
年
１
月
以
降
に
出
生
、

▲マイナンバーカード

　

交
付
申
請
書
を
使
用
し
た
郵
便

に
よ
る
申
請
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
な
ど
で
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
請
の
詳
細
は
、
交
付
申
請
書

と
一
緒
に
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
窓
口
で
は
無
料
で
写
真

撮
影
を
行
う
な
ど
職
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
、
簡
単
に
申
請
で
き
ま
す
。

交
付
申
請
書
と
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

市
民
課
の
受
付
時
間　

平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

　

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
方
に
対
し
て
、
カ

ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
交
付
申
請

書
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
）が
、
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（※）

か
ら
順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
に
か
け
て
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

（※）
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
と
は
…
都
道
府
県
・
市
区
町
村

が
共
同
し
て
運
営
す
る
組
織
で
す
。▲交付申請書

オンライン申請用ＱＲコード

申請書ＩＤ（23桁）

ま
た
は
国
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

▼
在
留
期
間
の
定
め
の
あ
る
外
国

人
住
民
の
方　

な
ど

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ブ
の

登
録
商
標
で
す



2021年３月号 ・20・

メモ

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　16日㈫　10:00～12:00
ところ　人権交流センター
問合せ　人権同和政策課（要予約）

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　24日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （本庁舎２階）　

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日　9:00～17:00
ところ・問合せ　政策推進課
　　　　　　　（本庁舎２階、要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ・問合せ　須坂商工会議所

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日、第２土曜日
ところ・問合せ　長野北年金事務所
　　　　　　　（長野市、要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈪　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　11日㈭、25日㈭ 13:00～16:00
ところ　須坂市生涯学習センター
　　　　（旧須坂市中央公民館）　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■結婚相談☎214-2994
と　き　７日㈰、21日㈰、４月４日㈰
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■司法書士無料相談☎245-0031
と　き　25日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所（要予約）

市外局番…（026）

木 金 土
5

12

19

26

6

20

27

4

11

18

25

13

 

 1

  

１歳６カ月児健康診査

（P32）

認知症家族のつどい

（P30）

健

 2  3

知

健

うつ病の方の家族教室

（P16）

市民学園書道クラブ

作品展（～31日）（P36）

健

小学校卒業式（P27）

２歳児健康相談（P32）

高齢者健康教室公開

講座（P31）

井上地域公民館

（14:00～）

３カ月児健康診査

（P32）

信州医療センター

春の動物まつり、須

坂市動物園代表動物

選挙2021（～21日）（P

38）

診

パ

講 イ シルバー人材センター

会員作品展とバザー

（～14日）（P24）イ

講

イ

イ

竜ヶ池　池開き式

（P38）

イ

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー

　
３
月
28
日
㈰
午
前
11
時
か
ら
須

坂
市
役
所
西
側
多
目
的
広
場
で
、

お
米
や
野
菜
・
保
存
食
品
な
ど
を

無
料
配
布
し
ま
す
（
数
量
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）
。

問
合
せ

　
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
斎
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
４
４
６
０
‐
２
９
１
９
）

知 市民課窓口開設

（午前のみ）（P19）



2021年３月号・21・

３月

2021年
…休日緊急診療室

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

…おでかけパソコン相談室

健

講

診

イ

パ

税金などの納期限

納期限･口座振替日
３月31日㈬

国民健康保険税（普通徴収）…９期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…９期

介護保険料（普通徴収）………12期

日 月 火 水

7

14

21

28

 9

16

 3

10

17

2422

15

 8

29 30

23

31

 4  5   

信州医療センター

信州医療センター

信州須坂「わくわく」

おひなめぐり（～４

月４日）（P30）

信州医療センター

長野パルセイロホー

ムゲーム（P30）

信州医療センター

市民課窓口開設

（午前のみ）（P19）

すざかこども食堂フ

ードパントリー（P20）

雛供養（P30）

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

講

信州医療センター

長野パルセイロホー

ムゲーム（P30）

 2 1

『須坂市家庭の日』

健

健

パ

もぐもぐ離乳食講座

（P32）

３歳児健康診査（P32）

須坂支援学校卒業式

（P27）

講 かみかみ離乳食

講座（P32）

診

診

診

診

診 知

…お知らせなど知

豊丘地域公民館

（14:00～）

１歳児健康相談（P32）

中学校卒業式（P27）知

イ

イ

知

イ

イ

イ



2021年３月号 ・22・

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
変
更
に
な
り
ま
す

▼
変
更
前
…
１
万
６
５
４
０
円

▼
変
更
後
…
１
万
６
６
１
０
円

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
納
付
で
き
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必

国民年金保険料の納付額変更と
学生納付特例のお知らせ

年　金

問合せ　▼長野北年金事務所（☎026‐244‐4100）

　　　　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

ず
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
特
例
期
間
は
将
来
の
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年

以
内
に
納
め
る
こ
と
で
年
金
額
を

確
保
で
き
ま
す
が
、
２
年
を
過
ぎ

る
と
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

申
請
期
間

▼
２
０
２
１
年
度
分
（
２
０
２
１

年
４
月
～
２
０
２
２
年
３
月
）
…

４
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

▼
経
過
年
度
分
…
申
請
す
る
月
か

ら
２
年
１
カ
月
前
の
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

対　

象　

20
歳
以
上
で
、大
学（
院
）・

短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課

程
含
む
）
に
在
学
し
、
本
人
の
前

年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方

持
ち
物　

学
生
証
（
写
し
の
場
合

は
有
効
期
限
が
わ
か
る
も
の
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
申
請
年
度
の

４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

申
請
場
所　

健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
４
番
・
本
庁
舎
１
階
）

※
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

２
０
２
０
年
度
に
特
例
制
度
を

受
け
た
方
で
、
引
き
続
き
２
０
２

１
年
度
も
在
学
予
定
の
方
に
は
、

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

申
請
用
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
ポ
ス
ト
に

投
函
す
る
こ
と
で
、
２
０
２
１
年

度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

■新しい国民年金保険料納付額一覧

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

学
生
の
皆
さ
ん
へ

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
が
発
行
す

る
も
の
で
す
が
、
修
学
の
た
め
親

元
を
離
れ
市
外
へ
転
出
す
る
方
に

は
、
特
例
に
よ
り
、
須
坂
市
が
保

険
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
窓
口
４
番
・
本

庁
舎
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
に
親
元
を
離
れ
市

 

外
へ
転
出
す
る
方
】

　

須
坂
市
の
国
民
健
康
保
険
を
継

続
さ
せ
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
ち
物

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
写

し
で
も
可
）

【
住
所
が
市
外
に
あ
り
、
届
け
出

 

済
み
の
修
学
期
限
を
過
ぎ
て
も

 

修
学
を
続
け
る
方
】

　

届
け
出
済
み
の
修
学
期
限
が
保

険
証
の
有
効
期
限
の
た
め
、
再
度

届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
ち
物

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
写

し
で
も
可
）

【
卒
業
し
て
就
職
す
る
方
】

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
す
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

を
脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
ち
物

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
写

し
で
も
可
）

【
卒
業
し
て
就
職
先
の
健
康
保
険

 

に
加
入
し
な
い
方
】

　

須
坂
市
の
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
手
続
き
を
行
い
、
居
住
地

の
市
区
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
手

続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

通常支払（現金）

現金支払
[割引額］

口座振替
[割引額］

１カ月分

16,610円

16,560円   
 [50円］

１年分

199,320円

195,780円
[3,540円］

383,810円
[14,590円］

195,140円
[4,180円］

６カ月分

99,660円

98,850円
[810円］

98,530円
[1,130円］

２年分

398,400円

382,550円
[15,850円］

支払方法

前
納

※2021年度…16,610円/月　2022年度…16,590円/月で計算



2021年３月号・23・

軽自動車

問合せ　税務課（☎026‐248‐9001）

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）は
、
毎

年
４
月
１
日
時
点
で
軽
自
動
車
（
原

動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
を
含
む
）
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
廃

棄
・
売
却
・
譲
渡
し
た
ら
、
廃
車

や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
必

ず
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
す
る
だ
け
で
は

納
税
義
務
は
消
滅
し
ま
せ
ん
。
必

ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
返
却
し

て
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車の廃車手続きをお忘れなく

問合せ　税務課（☎026‐248‐9001）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

月
割
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）は
月
割

で
の
納
付
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
の
途
中
で
廃
車
手
続
き
を
し
た

場
合
で
も
、
月
割
で
税
金
を
お
返

し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
額
は
左
・
下
表
の
と
お
り
で
、

納
期
限
は
５
月
31
日
㈪
で
す
。

　

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

■原動機付自転車などの税額

　

手
続
き
場
所
は
、
車
両
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
左
上
の

表
参
照
）
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
手
放

し
た
方
は
３
月
中
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

■三輪と四輪の軽自動車の税額

軽二輪（125cc超250cc以下）

二輪小型（250cc超）

普通車

長野運輸支局
☎050‐5540‐2042

軽四輪（乗用・貨物）
軽自動車検査協会

☎050‐3816‐1854

車両の種類 手続き場所

原動機付自転車（125cc以下）

小型特殊自動車

市役所税務課

☎026‐248‐9001

車両の種類

三輪

税額

 3,100円

四輪乗用
 7,200円

 5,500円

自家用

営業用

2015年３月31日

までの登録車
2015年４月１日
以降の登録車

新規登録後13
年超の登録車

 3,900円  4,600円

四輪貨物
 4,000円

 3,000円

自家用

営業用

10,800円 12,900円

 6,900円  8,200円

 5,000円  6,000円

 3,800円  4,500円

車両の種類

原動機付自転車 90cc以下

90cc超～125cc以下

ミニカー（50cc以下）

税額

 2,000円

軽二輪（125cc超～250cc以下）

 2,400円

 3,700円

 3,600円

雪上車  3,600円

二輪の小型自動車（250cc超）  6,000円

小型特殊自動車

農耕作業用

その他

（フォークリフトなど）

 2,400円

 5,900円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

の観点から、今年の申告所得税、贈与税およ

び個人事業者の消費税の申告・納期限が４月

15日㈭まで延長されました。

　これに伴い、今年の個人の市・県民税の申

告期限も４月15日㈭まで延長します。

３月16日㈫以降の市・県民税申告の受付場所

税務課（窓口３番・本庁舎１階）

　なお、須坂市主催の所得税の申告相談は、

当初の予定通り、３月15日㈪までです。３月

16日㈫以降の所得税の申告相談および申告書

の受理は市役所では行いませんので、長野税

務署（☎026-234-0111）へお問い合せください。

市・県民税の申告期限

を延長します



2021年３月号 ・24・

募
　
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

申
込
・
問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
２
０
０
３
）

毎
月
第
３
水
曜
日
に
入
会
説
明
会
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中

今
月
は
17
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

　

60
歳
以
上
の
方
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
し
て
、
今

ま
で
に
培
っ
た
技
能
や
経
験
な
ど

を
生
か
し
て
就
業
な
ど
を
し
ま
す
。

　

須
坂
市
の
会
員
数
は
２
０
２
０

年
12
月
末
日
現
在
で
５
５
６
人
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
地
域
交
流
事
業
な
ど

「
地
域
貢
献
」を
目
指
し
た
活
動
も

し
て
い
ま
す
。

対　

象　

須
高
地
域
（
須
坂
市
・

小
布
施
町
・
高
山
村
）
在
住
の
60

歳
以
上
で
、
事
業
に
賛
同
い
た
だ

け
る
方

活
動
内
容

【
高
齢
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
】

▼
農
作
業
▼
植
木
の
剪せ

ん
て
い定

▼
除
草

作
業
▼
清
掃
作
業
▼
施
設
管
理
▼

表
具
・
表
装
作
業　

な
ど

【
地
域
交
流
事
業
】

▼
シ
ル
バ
ー
農
園
を
活
用
し
た
収

穫
体
験
・
公
開
講
座
▼
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
親
子
と
世
代

間
交
流　

な
ど

【
趣
味
の
集
ま
り
】

▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
▼
手
芸
▼
合

唱
▼
表
装　

な
ど

【
独
自
事
業
】

　

「
村
山
早わ

せ生
ご
ぼ
う
」や
「
里
芋
」

な
ど
の
野
菜
の
栽
培
・
販
売

シルバー人材センター会員作品展とバザー

と　き　▼３月13日㈯▼14日㈰

　　　　両日とも午前10時～午後３時

ところ　福祉会館（馬場町）

内　容　▼会員の作品展示（一部販売）

　　　　▼バザー（日用品・花・おやきなど）

　　　　▼包丁研ぎ

　　　　▼バルーンアート

　

市
で
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
健

康
診
査
・
健
康
相
談
・
離
乳
食
講

座
は
、
待
ち
時
間
の
短
縮
や
会
場

内
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
予

約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
予
約
制
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間
予

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳幼児健康診査・健康相談・離乳食講座
の受付時間がWEB予約制になります！

保　健

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
制
の
健
康
診
査

な
ど

▼
３
カ
月
児
健
康
診
査

▼
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
３
歳
児
健
康
診
査

▼
健
康
相
談
（
１
歳
児
・
２
歳
児
）

▼
も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
講
座

▼
か
み
か
み
離
乳
食
講
座

予
約
方
法

　

対
象
者
に
は
健
康
診
査
な
ど
の

期
日
ま
で
に
、
予
約
方
法
を
記
載

し
た
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
２
０
２
１
年
２
月
以
降
に

出
産
さ
れ
る
方
は
、
出
生
届
の
届

け
出
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

　

予
約
方
法
な
ど
の
詳
細
は
通
知

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

予
約
期
間
は
健
康
診
査
な
ど
の

実
施
期
日
の
１
カ
月
前
か
ら
５
日

前
ま
で
で
す
。

【
予
約
例
】

　

実
施
期
日
が
「
５
月
10
日
」
の
場

合
、
予
約
期
間
は
「
４
月
10
日
～

５
月
５
日
」
ま
で
で
す
。

※
健
康
診
査
な
ど
の
期
日
は
、「
令

和
３
年
度
須
坂
市
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
保
存
版
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
利
用
で
き
な
い

方
や
予
約
期
間
を
経
過
し
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
電
話
で
も
予
約
で

き
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

須坂市子育て応援アプリ

　市では、お子さんの成長記

録や妊娠・出産・子育てに関

する情報の確認、子育て関連

施設の検索やスケジュール管

理などができるスマートフォ

ン用アプリ「すまいるナビ」を

配信しています。下記よりダ

ウンロードできますので、ぜ

ひご利用ください。

※ダウンロードは無料です

が、通信費はご利用者の負担

となります。

「すまいるナビ」

▼iPhone ▼Android



※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

３
月
18
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

手
紙
を
も
ら
い
ま
す
。

　
で
も
、
叱
っ
て
し
ま
っ
た
日
は

「
ま
ま
き
ら
い
」の
手
紙
が
届
き
ま

す
。
毎
日
も
ら
え
る
の
で
、
私
の

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
か
ん
ち
さ
ん

　
35
歳
）

●
か
ん
ち
さ
ん
の
こ
と
が
大
好
き

な
娘
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
が
届
き

う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。
読
み
返

し
て
み
た
り
、
娘
さ
ん
が
大
き
く

な
っ
て
一
緒
に
手
紙
を
見
る
の
も

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

特
殊
詐
欺

　

広
報
須
坂
２
月
号
34
・
35
ペ
ー

ジ
の
「
特
殊
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な

い
で
」
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
ま
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る

両
親
に
気
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と

振
り
込
め
詐
欺
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
実
家
の
電
話
の
所
に
張
っ
て
き

ま
し
た
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
み
か
ん
さ
ん
　
47
歳
）

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
広
報
紙
を
２
次
活
用
で

き
な
い
か
と
思
い
作
成
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

孫
に
ビ
ッ
ク
リ

　

先
日
、
少
し
お
し
ゃ
べ
り
を
始

め
た
１
歳
７
カ
月
の
孫
が
遊
び
に

来
た
時
、
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
向
か
っ
て「
ア
レ
ク
シ
ャ
」と
何

度
も
大
声
で
話
し
か
け
る
姿
が
か

わ
い
す
ぎ
て
大
笑
い
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
今
ど
き
の
こ
と
が
わ
か
る
１
歳

児
に
は
、
ば
あ
ば
は
び
っ
く
り
で

す
。

　
　
　
　 

（
中
村
さ
ん

　
53
歳
）

●
「
ア
レ
ク
シ
ャ
」は
、
ア
マ
ゾ
ン

が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

「
ア
レ
ク
サ
」
の
こ
と
で
す
ね
。
お

孫
さ
ん
の
大
き
な
声
で
何
度
も
話

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
本
当
に
か
わ

い
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と

　

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」

　
一
刻
も
早
く
平
穏
で
心
か
ら
笑

え
る
日
々
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
イ
ヌ
ワ
シ
Ｏ
Ｂ
さ
ん
　
26
歳
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
行
動
に
よ
り
感
染

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
春
と
と

も
に
平
穏
な
日
々
が
訪
れ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
ね
。

節
分
の
由
来

　
今
年
の
節
分
は
２
月
２
日
で
し

た
。
古
く
は
「
追
儺
」
と
呼
ば
れ
、

疫
病
神
を
追
い
払
う
儀
式
と
し
て

平
安
時
代
に
定
着
し
普
及
し
ま
し

た
。「
鬼
や
ら
い
」
と
も
呼
ば
れ
、

災
い
を
払
う
と
い
う
穀
物
、
大
豆

を
い
っ
て
ぶ
つ
け
る
習
慣
か
ら
、

現
在
の
節
分
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

 

（
中
村
さ
ん

　
83
歳
）

●
節
分
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
年
年
の
数
だ
け
豆

を
食
べ
ま
す
が
、
い
つ
か
ら
か
年

の
数
だ
け
食
べ
き
れ
な
く
な
り
、

今
は
十
数
粒
し
か
食
べ
て
い
ま
せ

ん
…
。

春
が
楽
し
み

　

春
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
近
く
で
、
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ビ
ロ
、

ワ
ラ
ビ
を
採
り
に
行
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
家
の
中
に
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
外
へ
出
る
と
気
分

も
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　 

（
小
西
さ
ん

　
70
歳
）

●
こ
れ
か
ら
気
温
が
上
が
っ
て
暖

か
く
な
り
、
植
物
が
芽
を
出
し
始

め
ま
す
ね
。
自
然
に
触
れ
、
気
分

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
山
菜
が
あ

る
と
い
い
で
す
ね
。

手
荒
れ
が
ひ
ど
い

　

冬
は
毎
年
手
荒
れ
が
ひ
ど
い
で

す
が
、
今
年
は
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
予

防
で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
の

で
、
ま
す
ま
す
大
変
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？
い
い

方
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
ミ
ユ
ミ
ユ
さ
ん
　
63
歳
）

●
今
年
は
例
年
よ
り
手
荒
れ
が
ひ

ど
い
で
す
ね
。
こ
ま
め
に
保
湿
し

ま
す
が
、
な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん

ね
。
何
か
良
い
方
法
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

娘
か
ら
の
お
手
紙

　

娘
が
も
う
じ
き
５
歳
に
な
り
ま

す
。
い
つ
も
「
ま
ま
だ
い
す
き
」
と

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
２
～
３
ペ
ー
ジ

第
六
次
総
合
計
画
は
い
つ
か
ら
始

ま
り
ま
す
か
？

２
０
２
〇
年
度

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

～２月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

市

ズ

イ

ク

報

2021年３月号・25・

わかる
かな？

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送



広
告
欄

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
須
高
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

総
務
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

お 

知 

ら 

せ

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月３日を除く)

月月月情報ファイル３３３
●
就
学
援
助
制
度

●
固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
を

　
無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す

　

２
０
２
１
年
度
土
地
家
屋
の
所

有
者
は
、
評
価
額
な
ど
を
記
載
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
覧
帳
簿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
中

は
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
写

し
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
ご
家
庭
を
対
象
に
、
学
用

品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助

し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

小
・
中
学
生
が
い
て
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▼
生
活
保
護
が
こ
の
１
年
以
内
に

廃
止
ま
た
は
停
止
し
た
世
帯

▼
２
０
２
１
年
度
市
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
受

け
て
い
る
世
帯

▼
保
護
者
が
事
故
や
病
気
、
収
入

が
不
安
定
な
ど
の
理
由
で
所
得
が

低
く
、
生
活
が
困
難
な
世
帯
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と

給
付
認
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

通
学
し
て
い
る
小
・

中
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育
課
で

お
渡
し
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
通
学
す
る
小
・
中
学

校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（
東
庁
舎

１
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
の
方
は
申
請
時
に
個
人
番

号
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
学

校
教
育
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

３
月
10
日
㈬
～
４
月

14
日
㈬

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
本
人
（
共
有
者
含
む
）

ま
た
は
本
人
の
委
任
状
を
持
参
し

た
代
理
人
（
同
一
世
帯
の
親
族
や

納
税
管
理
人
は
、
本
人
と
同
様
に

縦
覧
で
き
ま
す
）

縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
税
係　

 

※
な
お
、
縦
覧
期
間
を
過
ぎ
て
も

所
有
者
ご
自
身
の
課
税
内
容
が
確

認
で
き
ま
す
が
、有
料
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

●
「
家
族
で
読
書
ち
ゃ
れ
ん
じ
」

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
提
出

●
在
宅
福
祉
利
用
券

　

在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方

の
福
祉
の
向
上
と
、
そ
の
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

２
０
２
１
年
度
の
在
宅
福
祉
利
用

券
を
給
付
し
ま
す
。

対　

象　

▼
要
介
護
認
定
者
（
要

介
護
３
以
上
の
方
※
要
介
護
２
の

認
定
を
受
け
た
方
で
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）
▼
重
度
心
身

障
が
い
児
（
者
）

利
用
券
の
種
類　

▼
お
む
つ
購
入

利
用
券
▼
理
容
・
美
容
利
用
券
▼

タ
ク
シ
ー
乗
車
利
用
券
▼
寝
具
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
利
用
券

※
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
利
用
券
は

要
介
護
認
定
者
の
み

　

３
月
10
日
㈬
ま
で
貯
め
た
「
家

族
で
読
書
ち
ゃ
れ
ん
じ
幼
児
版
」

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
３
月
17
日
㈬
ま
で
に
市

立
須
坂
図
書
館
ま
た
は
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
に
提
出
さ
れ
た
家
族
に
賞

状
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

※
２
０
２
１
年
度
か
ら
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
お
よ
び
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入
所
者
な
ど
は
給
付
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
・
給
付
方
法　

▼
地
区
の
民

生
児
童
委
員
さ
ん
に
申
請
書
を
取

り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
一

部
、郵
送
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

そ
の
後
、
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
年
度
途
中
か
ら
対
象
と
な
る
方

は
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ　

▼
要
介
護
認
定

者
に
関
す
る
こ
と
…
高
齢
者
福
祉

課（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

▼
重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）
に
関

す
る
こ
と
…
福
祉
課
（
☎
２
４
８

‐
９
０
０
３
）

●
福
祉
医
療
受
給
者
証
の
更
新

　

福
祉
医
療
受
給
者
の
う
ち
、
母

・26・2021年３月号
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◎
２
０
２
０
年
度
須
坂
市
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

…
… 

な
く
そ
う
よ　

い
じ
め
に
差
別　

悪
口
も　

日
滝
小
５
年　

清
水
結
希

●
春
の
お
彼
岸
で
霊
園
に
お
越

　
し
の
方
へ
《
駐
車
場
案
内
》

【
坂
田
霊
園
】

　

３
月
17
日
㈬
～
23
日
㈫
は
、
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
駐
車
場
の
開
放
時
間

▼
坂
田
浄
水
場
北
側
空
き
地
…
３

月
17
日
㈬
～
23
日
㈫
終
日

▼
坂
田
浄
水
場
敷
地
…
３
月
20
日

㈯
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
霊
園
内
の
駐
車
場
は
、
障
が
い

者
の
方
な
ど
が
優
先
で
す
。

※
路
上
駐
車
は
周
辺
住
民
の
方
の

ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。　
　

【
松
川
・
高
梨
霊
園
】

●
小
・
中
・
須
坂
支
援
学
校
の

　
卒
業
式
と
入
学
式

●
畑
の
生
ご
み
を
放
置
し
な
い

　
で
く
だ
さ
い

●
第
５
・
９
分
団
の
小
型
動
力

　
消
防
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
を

　
更
新
し
ま
す

【
卒
業
式
】

小
学
校　

３
月
18
日
㈭
午
前

中
学
校　

３
月
17
日
㈬
午
前

須
坂
支
援
学
校　

３
月
16
日
㈫
午
前

【
入
学
式
】

小
学
校　

４
月
６
日
㈫
午
前

中
学
校　

４
月
６
日
㈫
午
後

須
坂
支
援
学
校　

４
月
７
日
㈬
午
前

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

　

霊
園
内
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

子
父
子
家
庭
・
障
が
い
の
区
分
で

受
給
資
格
を
お
持
ち
の
中
学
３
年

生
の
お
子
さ
ん
は
、
４
月
以
降
も

受
給
資
格
は
継
続
し
ま
す
が
、
現

在
お
使
い
の
現
物
給
付
方
式
の
受

給
者
証
は
、
中
学
卒
業
と
な
る
３

月
末
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
は
、
受
給
者
証
が
変

更
に
な
り
ま
す
（
新
し
い
受
給
者

証
は
３
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
）
。

い
っ
た
ん
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
自
己
負
担
額
を
お
支
払
い
い
た

だ
い
た
後
、
市
か
ら
医
療
費
を
口

座
に
お
戻
し
す
る
自
動
償
還
払
い

方
式
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う

　
消
防
訓
練
の
日
程
変
更

●
台
風
災
害
義
援
金
は
３
月
31

　
日
ま
で
で
す

●
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

　
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

　
皆
さ
ん
へ

　

広
報
須
坂
２
月
号
の
20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
春
季
火
災
予
防

運
動
に
伴
う
消
防
訓
練
の
日
程
が

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

と　

き　

３
月
７
日
㈰
午
前
９
時

～
９
時
45
分

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
を
支
援

す
る
義
援
金
は
、
２
月
15
日
現
在

３
２
６
６
万
２
６
５
２
円
お
寄
せ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

義
援
金
は
、
被
災
さ
れ
た
市
民

の
皆
様
へ
順
次
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
３
月
31
日
ま
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
引
続
き
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

受
付
方
法

　

左
記
の
口
座
へ
お
振
り
込
み
い

た
だ
く
か
、
市
役
所
高
齢
者
福
祉

課
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

口
座
情
報

八
十
二
銀
行 

須
坂
市
役
所
出
張
所

（
普
）
１
３
２
５
５
８

口
座
名
義　

須
坂
市
台
風
災
害
義

援
金

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

　

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
額
が
児
童

扶
養
手
当
の
額
を
上
回
る
場
合
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
分

の
手
当
以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
障
害
年
金
の
子
加
算
部
分

の
額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額

を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申　

請　

既
に
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

申
請
不
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限　

６
月
30
日
㈬

申
請
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

畑
の
生
ご
み
（
未
収
穫
・
廃
棄

な
ど
の
果
実
な
ど
）
は
冬
期
間
イ

ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
エ
サ
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来

減
少
す
る
有
害
鳥
獣
が
越
冬
し
て

し
ま
い
、
農
作
物
被
害
が
増
加
し

ま
す
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を

抑
え
る
た
め
に
も
、
畑
に
生
ご
み

を
放
置
せ
ず
、
埋
設
す
る
な
ど
適

切
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
小
型
有
害
獣
用
捕
獲
お
り
】

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
小
型
有
害

獣
用
捕
獲
お
り
を
、
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
（
お
り
の
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）
。

　

小
型
有
害
獣
用
捕
獲
お
り
は
、

自
分
の
農
地
や
自
宅
へ
設
置
す
る

場
合
に
限
り
、
狩
猟
免
許
が
不
要

で
す
。

　

春
先
に
か
け
、
エ
サ
が
少
な
く

な
り
、
捕
獲
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
畑
に
放
置
さ
れ

た
果
実
や
生
ご
み
な
ど
を
少
な
く

す
る
こ
と
で
捕
獲
増
進
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
実
施
さ
れ
る
方
は
捕

獲
許
可
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

　

３
月
７
日
㈰
午
前
10
時
15
分
か

ら
消
防
本
部
で
、
小
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
（
自
動
昇
降

装
置
付
き
）
２
台
（
旭
ケ
丘
町
・
仁

礼
町
仙
仁
）
の
引
渡
し
式
を
行
い

ま
す
。
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

▲第９分団の小型動力消防ポンプ
　付き積載車（更新車両と同型）

2021年３月号・27・
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
公
会

　
堂
備
品
を
整
備

●
不
妊
治
療
費
と
不
育
症
治
療

　
費
の
助
成
申
請
は
３
月
31
日

　
ま
で

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
お
う

●
八
町
き
ゅ
う
り
を
育
て
て
み

　
ま
せ
ん
か

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
に
行
っ
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
て
、

上
八
町
で
は
公
会
堂
の
エ
ア
コ
ン
、

和
机
、
座
布
団
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
最
大
２
万

円
の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
で
、

国
か
ら
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
※

限
度
額
５
千
円
）
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー

ド
を
使
っ
て
、
ご
自
分
の
パ
ソ
コ

ン
（
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
が

必
要
）
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
対
応
な
ど

に
限
る
）
で
申
請
で
き
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
木
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

政
策
推
進
課
（
本
庁
舎

２
階
）

注
意
事
項　

対
象
は
２
０
２
１
年

３
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
た
方
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

『
広
報
須
坂
』
２
月
号
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
注
意
事
項
に
記
載
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）　

対
象
は
２
０
２
１
年
９
月

末
ま
で

（
正
）　

対
象
は
２
０
２
１
年
３
月

末
ま
で

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

【
不
妊
治
療
費
の
助
成
】

対　

象　

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

▼
医
療
保
険
加
入
者
で
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

※
県
の
「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特

定
治
療
支
援
事
業
」
に
該
当
す
る

方
は
対
象
外
で
す
。

助
成
限
度
額　

２
０
２
０
年
４
月

～
２
０
２
１
年
３
月
に
不
妊
治
療

に
か
か
っ
た
保
険
適
用
外
の
医
療

費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
１
夫

婦
に
つ
き
、
年
間
10
万
円
・
通
算

５
年
間
ま
で
）

【
不
育
症
治
療
費
の
助
成
】

対　

象　

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

▼
医
療
保
険
加
入
者
で
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

※
県
の
「
不
育
症
治
療
支
援
事
業
」

に
該
当
す
る
場
合
は
、
県
の
助
成

を
受
け
た
残
り
の
医
療
費
を
対
象

に
し
ま
す
。

助
成
限
度
額　

不
育
症
治
療
費
の

自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
以
内
の

額
（
５
万
円
・
通
算
５
回
ま
で
）

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
共
通
事
項

申
請
期
限　
　

３
月
31
日
㈬　
　

※
不
育
症
治
療
は
、
治
療
が
終
了

し
た
日
の
属
す
る
年
度
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
予
定
の
方
は
３
月
12
日
㈮

ま
で
に
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

【
長
野
県
不
妊
・
不
育
専
門
相
談

 

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
】

　

専
門
の
相
談
員
が
不
妊
に
関
す

る
悩
み
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

八
町
き
ゅ
う
り
は
、
信
州
の
伝

統
野
菜
に
認
定
さ
れ
、
皮
が
薄
く

肉
厚
、
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で

す
。

苗
代
金　

１
本
１
０
０
円（
税
込
み
）

・28・2021年３月号

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

て
必
要
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー

ト
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期　

限　

３
月
25
日
㈭
午
後
５
時

15
分

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７)

☎
０
２
６
３
‐
３
５
‐
１
０
１
２

と　

き　

▼
毎
週
火
・
木
曜
日
午

前
10
時
～
午
後
４
時
…
電
話
相
談
・

面
接
相
談
（
面
接
相
談
は
要
予
約
）

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
午
後
１
時
～

４
時
面
接
相
談
（
第
３
火
曜
日
ま

で
に
要
予
約
）

E
-
m
a
i
l

相
談

　

f
u
n
i
n
@
n
u
r
s
e
n
.
o
r
.
j
p



広
告
欄

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

募
　
　
　

集

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

受
験
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈪
～
４
月

28
日
㈬

１
次
試
験
日　

▼
５
月
８
日
㈯
▼

９
日
㈰

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈪
～
５
月

11
日
㈫

１
次
試
験
日　

５
月
21
日
㈮
～
30

日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
予
備
自
衛
官
補
】

受
験
資
格　

▼
一
般
…
18
歳
以
上

34
歳
未
満
▼
技
能
…
18
歳
以
上
で

国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
者

（
保
有
す
る
資
格
な
ど
に
応
じ
53

歳
～
55
歳
未
満
）

受
付
期
限　

４
月
９
日
㈮

試
験
日　

４
月
17
日
㈯
～
21
日
㈬

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

　

２
０
２
１
年
度
に
実
施
す
る「
消

化
器
検
診
」
や
「
若
年
者
・
特

定
・
後
期
高
齢
者
健
診
（
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
す
る
集
団
健

診
）」の
会
場
を
一
部
集
約
し
ま
す
。

　

消
化
器
検
診
は
、
県
内
の
胃
が

ん
エ
ッ
ク
ス
線
受
診
者
の
大
幅
な

減
少
に
伴
い
、
委
託
先
の
検
診
車

が
減
車
さ
れ
る
こ
と
か
ら
検
診
日

数
が
減
少
し
ま
す
。

　

健
診
で
は
、
午
前
と
午
後
で
会

場
が
異
な
る
場
合
に
発
生
す
る
設

営
時
間
分
（
約
２
時
間
）を
、
集
約

し
て
受
診
時
間
に
充
て
ま
す
。

　

詳
細
は
、
３
月
中
旬
に
配
布
す

●
自
衛
官
募
集

●
２
０
２
１
年
度
健
（
検
）
診
会

　
場
を
一
部
集
約
し
ま
す

●
信
州
す
ざ
か
農
業
小
学
校

　
豊
丘
校
入
校
児
童
募
集

●
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
広

　
域
化
基
本
計
画
の
見
直
し(

素

　
案)

に
関
す
る
意
見
募
集

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
農
作
業

や
食
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
し
ま

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈪
～
15
日

㈪
（
15
日
㈪
消
印
有
効
）

提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
（
団
体

名
）
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
ご

意
見
を
ご
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
長
野
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
、
匿

名
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
は
本
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
長
野
広
域
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ　

長
野
広
域
連
合
環
境
推

進
課
（
☎
２
１
３
‐
５
３
０
０


２
１
３
‐
５
３
１
１
）

〒
３
８
１
‐
０
０
２
６
長
野
市
松

岡
二
丁
目
27
番
１
号

k
a
n
k
y
o
@
a
r
e
a
-
n
a
g
a
n
o
.
j
p

2021年３月号・29・

る
「
２
０
２
１
年
度
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

　

『
広
報
須
坂
』
２
月
号
の
７
ペ
ー

ジ
２
段
４
行
目
と
３
段
３
行
目
に

記
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
ペ
ー
ジ
２
段
４
行
目
の
正
し

く
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

３
段
３
行
目
の
正
し
く
は
、
ア
ト

ラ
ン
タ
で
す
。

　

お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７)

せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
体
験
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
想
像
力
な

ど
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

活
動
期
間　

４
～
12
月（
11
回
程
度
）

※
原
則
土
曜
日
の
午
前

と
こ
ろ　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル
（
豊

丘
上
町
）
と
そ
の
周
辺
の
農
地

活
動
内
容　

▼
野
菜
の
植
え
付
け
・

収
穫
▼
田
植
え
▼
稲
刈
り
▼
脱
穀

▼
焼
芋
▼
も
ち
つ
き　

な
ど

参
加
費　

子
ど
も
一
人
４
千
円（
材

料
費
・
保
険
料
含
む
）

対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

定　

員　

40
人
（
未
経
験
者
優
先
）

申
込
方
法　

子
ど
も
課
（
窓
口
10

番
・
東
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
９
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

電
子
申
請
か
ら
申
し

込
み
い
た
だ
く
か
、

農
林
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
頒
布
会
当
日
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
方
の
み
の
販
売
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈬

※
苗
の
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
頒
布
会
（
予
定
）
】

▼
５
月
18
日
㈫
▼
７
月
１
日
㈭

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
な
が
の
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
高
甫

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）



広
告
欄

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
の
方
の
介
護
者
同
士
、

日
頃
の
介
護
体
験
や
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
話
し
合
い
、
交
流
を
深
め

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
12
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
旧

中
央
公
民
館
）
２
０
３
教
室

対　

象　

認
知
症
の
介
護
者
な
ど

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
す
ざ
か
ス
イ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ

　
ラ
リ
ー
延
長
し
ま
す

　

好
評
に
つ
き
、
す
ざ
か
ス
イ
ー

ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
４
月
30
日

㈮
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

行

事
・

催

し

●
大
正
版
画
展

●
第
20
回
信
州
須
坂
「
わ
く
わ

　
く
」
お
ひ
な
め
ぐ
り

　

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

下
絵
の
作
成
・
彫
り
・
刷
り
の
す
べ

て
を
ひ
と
り
の
人
間
が
行
う
と
い

う
創
作
版
画
運
動
。
大
正
期
の
創

作
版
画
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

古
く
か
ら
大
事
に
守
ら
れ
伝
え

ら
れ
て
き
た
お
雛ひ

な

様
を
、
町
屋
や

博
物
館
、
美
術
館
な
ど
市
内
69
カ

所
約
８
千
体
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
各
店
自
慢
の
雛
人
形
を
見
て

回
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

須

坂
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

期　

間　

３
月
14
日
㈰
～
４
月
４

日
㈰

【
雛
供
養
】

と　

き　

３
月
28
日
㈰
（
受
付
午

前
10
時
～
正
午
）
供
養
（
お
た
き

上
げ
）
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

芝
宮
神
社
境
内

供
養
料　

１
組
３
千
円
～

※
遠
方
か
ら
ご
希
望
の
方
は
、
電

話
の
上
、
供
養
料
の
お
振
り
込
み

が
確
認
で
き
た
後
、
お
送
り
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
７
）

【
信
州
須
坂
蔵
の
ま
ち
春
ま
つ
り 

 

は
中
止
】

　

例
年
３
月
に
開
催
し
て
い
る
信

州
須
坂
蔵
の
ま
ち
春
ま
つ
り
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ト
ッ  

　
プ
チ
ー
ム
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

須
坂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

●
小
田
切
家
の
伝
統
工
芸
ワ
ー

　
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

現
在
開
催
中
の
伝
統
工
芸
長
野

展
に
併
せ
て
展
示
作
家
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
20
日
㈯
▼
午
前
の

部
…
午
前
10
時
～
正
午
▼
午
後
の

部
…
午
後
１
時
～
３
時

内　

容

【
楽
し
い
！
文
様
絵
付
け
体
験（
陶
芸
）】

講　

師　

末
岡
信
彦
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
０
円

期　

間　

４
月
18
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

入
館
料　

５
０
０
円
（
世
界
の
民

俗
人
形
博
物
館
と
共
通
券
）

問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

【
楽
し
い
友
禅
色
挿
し
（
染
織
）
】

講　

師　

大
藏
光
彦
さ
ん

参
加
費　

２
０
０
０
円

【
和
紙
で
つ
く
る
お
ひ
な
様（
人
形
）】

講　

師　

原
山
桂
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

【
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る
～
有
線
七
宝 

 

～
（
七
宝
）
】

講　

師　

月
岡
栄
子
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
０
円

定　

員　

各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
午

前
・
午
後
の
部
と
も
４
人（
要
予
約
）

※
七
宝
の
み
４
人
（
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）
に
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
17
日
㈬

入
館
料　

３
０
０
円

申
込
・
問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住

宅(

☎
２
４
６
‐
２
２
２
０)

・30・2021年３月号

●
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

　
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　

「
須
坂
市
を
清
潔
で
美
し
く
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
不

法
投
棄
を
市
へ
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

対　

象　

地
域
の
環
境
美
化
に
関

心
が
あ
る
方

募
集
人
数　

30
人
程
度

活
動
場
所　

自
宅
周
辺
の
道
路
や

公
園
な
ど
巡
回
で
き
る
範
囲
内

任　

期　

４
月
１
日
㈭
～
２
０
２

２
年
３
月
31
日
㈭

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
限　

３
月
19
日
㈮

※
２
０
２
０
年
度
の
パ
ト
ロ
ー
ル

員
の
方
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９

２
５
１

‐
２
４
５
９
）



リ
サ
イ
ク
ル
情
報

市外局番…（026）

講

座
・

教

室

善
意
の
窓
口

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
電
子
エ
レ
ク
ト
ー
ン
▼
漬
物
用

の
丸
か
め
▼
学
童
用
ジ
ュ
ニ
ア
シ

ー
ト
▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
▼
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
網
焼
き
用
）
▼
ロ

《
寄
附
》�

▼
地
域
文
化
向
上
の
た
め
（
書
籍

50
冊
）
…
岩
本
憲
治
様

▼
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用

の
た
め
（
土
地
・
建
物
な
ど
）
…

大
久
保
裕
様

▼
子
育
て
支
援
の
た
め
（
絵
本
15

冊
）
…
須
高
地
区
更
生
保
護
女
性

会
様

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）入居者募集

募集団地 間取り

○屋　部　１戸　３ＤＫＹ
○屋　部　２戸　３ＤＫＢ
○旭ケ丘　１戸　２ＫＹ
○豊　丘　８戸　３ＤＫＢ
○境　沢　１戸　３ＫＢ
○末　広　１戸　２ＤＫＹ※
○西　原　１戸　３ＬＤＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】

募集団地 間取り

○旭ケ丘Ｓ２-２０４　３ＤＫＹ
　家　賃　　66,000円
　敷　金　　家賃の３カ月分
　要　件　　同居親族・所得など

※…身体障がい者世帯用
※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

ー
ス
タ
ー
（
直
火
用
）
▼
ジ
ュ
ー
サ

ー
▼
学
習
机
２
台

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
電
動
ミ
シ
ン

【
《
差
し
上
げ
ま
す
》
と
《
譲
っ
て
く

だ
さ
い
》
の
申
込
期
限
と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

３
月
11
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
催

し
、
講
座
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
に
関
し
て
は
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

…
原
則
第
２　

４
木
曜
日

内　

容　

▼
健
康
運
動
指
導
士
の

指
導
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
▼
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
バ
ラ
ン
ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど

参
加
費　

１
回
１
５
０
円

対
象
者　

市
内
に
住
民
票
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
方
（
２
０
２
０
年

11
月
～
２
０
２
１
年
３
月
の
さ
わ

や
か
貯
筋
教
室
の
参
加
者
は
対
象

外
で
す
）

定　

員　

各
会
場
20
人
（
申
し
込

み
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）な
ど
に

あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈪
～
12
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
締
切
日
前
で
も
定
員
に
達
し
次

第
、
申
し
込
み
終
了
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

　

健
康
で
若
々
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時　

４
～
９
月
原
則
第
２
・

４
の
月
・
火
・
木
曜
日
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
荘
】

…
原
則
第
２
・
４
月
曜
日

【
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
】

…
原
則
第
２　

４
火
曜
日

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室〈
全
12
回
〉

●
高
齢
者
健
康
教
室
公
開
講
座

　

自
宅
で
行
え
る
転
倒
予
防
体
操

や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ
ツ
を

学
び
、
楽
し
く
頭
も
体
も
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月
18
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー(

３
階)

・

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ
な
ど

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
・
マ
ス
ク
着
用

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

・

2021年３月号・31・

る
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
２
０

２
１
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

悲
願
の
Ｊ
２
リ
ー
グ
昇
格
に
向
け

て
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

第
２
節　

テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎

戦
（
ホ
ー
ム
開
幕
戦
）

と　

き　

３
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～

第
４
節　

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
戦

と　

き　

４
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
の

詳
細
は
パ
ル
セ
イ
ロ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

事
務
局（
☎

２
４
４
‐
７
７
８
０
）

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
定
休
日

募集期間　３月１日㈪～９日㈫（土、日曜日を除く）
抽選日時　３月12日㈮午前９時
※申し込み資格の市税に関する条件、入居時に必要な連帯保証人などにお困りの
方はご相談ください。
申込・問合せ　長野県住宅供給公社須坂管理センター（☎ 214‐5620)



市外局番…（026）

広
告
欄

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

手
伝
い
を
し
て　

深
ま
る　

家
族
の
絆

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

３月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】

▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）

▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの 
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

【個別予防接種】

【乳幼児健康診査・相談・講座】

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後６週０日後～24週０日後まで

生後６週０日後～32週０日後まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和２年12月生

令和２年10月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
令和２年３月生

対象年齢

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

平成30年３月生

平成24年３月生

平成22年３月生

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎

ロタリックス

ロタテック

ロタウ
イルス

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）

令和３年１月生

（会場：各医療機関）

（会場：保健センター）

※持ち物は各戸に配布している健康カレンダーをご確認いただくか、健康づ
くり課までお問い合わせください。３カ月児健康診査・１歳児健康相談・１
歳６カ月児健康診査・離乳食講座はバスタオルを、１歳６カ月児健康診査・
３歳児健康診査はフェイスタオルをお持ちください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止・延期する場合が
あります。市ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

令和２年12月１日～12月31日生

令和２年３月10日～４月13日生

５（金） 令和２年11月１日～11月30日生

４/９（金）

４/13（火）

４/23（金）

２　歳　児
健 康 相 談

令和２年２月16日～３月９日生

令和元年８月20日～９月12日生

令和元年９月13日～10月23日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

１　歳　児
健 康 相 談

９（火）

22（月）

平成31年３月19日～４月19日生

平成31年２月10日～３月18日生

平成30年２月23日～３月22日生

令和２年９月１日～９月30日生

12（金）

18(木）

４/20（火）

４/８（木）

23（火）

1歳6カ月児
健 康 診 査

３　歳　児
健 康 診 査

か み か み
離乳食講座

２（火） 令和２年６月１日～６月30日生

令和２年７月１日～７月31日生

混雑を避ける

ため、受付時

間を変更して

開催します。

対象の方には

個別にご連絡

します。

４月から、全

ての健診の受

付時間が WEB

予約になりま

す。詳細は24

ページをご覧

ください。

３月７日㈰ まつの木薬局

３月14日㈰ モリキ小布施薬局

３月20日㈷ モリキ須坂墨坂薬局

３月21日㈰ 山下薬局

３月28日㈰ 薬局 マツモトキヨシ

　　　　　 芝宮前店

４月４日㈰ りぼん薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は20日を除き、営業

します。

※薬局 マツモトキヨシ芝宮前店は

21日を除き、営業します。

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・祝日

9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※咳、発熱、喉の痛みなど風邪の

症状のある方は、受診前に必ず

電話してください。

・32・2021年３月号



　

２
０
１
９
年
11
月
末

に
中
国
湖
北
省
武
漢
市

で
新
型
コ
ロ
ナ
が
確
認

さ
れ
た
後
、
翌
週
に
は

日
本
政
府
や
地
方
自
治

体
、
企
業
が
世
界
に
先
駆
け
て
医

療
物
資
や
生
活
必
需
品
を
中
国
に

送
り
ま
し
た
▼
救
援
物
資
の
段
ボ

ー
ル
に
印
刷
さ
れ
た
「
山
川
異
域

風
月
同
天
」
は
漢
詩
の
一
節
。
山

川
域
を
異
に
す
れ
ど
も
風
月
天
を

同
じ
ゅ
う
す
。
同
じ
自
然
や
志
で

心
は
互
い
に
通
じ
て
い
る
と
寄
り

添
い
励
ま
す
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
す
▼
大
阪
の

道
頓
堀
商
店
街
で
は
通
り
の
至
る

所
に
「
武
漢
が
ん
ば
れ
」
の
看
板

を
掲
げ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で

は
赤
と
青
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
武

漢
市
の
感
染
終
息
に
祈
り
と
応
援

を
送
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
に
も

多
く
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
中
国
メ

デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
中

国
の
人
々
の
心
に
響
き
惜
し
み
な

い
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
▼
日

中
間
に
は
不
幸
な
歴
史
も
あ
り
ま

し
た
が
、
友
好
の
永
い
歴
史
も
あ

り
ま
す
。
日
本
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

が
感
染
拡
大
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
両
国
の
関
係

が
好
転
す
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
世

界
の
全
て
の
人
々
が
力
を
結
集
す

る
こ
と
で
、
こ
の
難
局
を
必
ず
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

公民館だより

２０２１年３月 1 日発行
707

須
坂
の
伝
統
や
民
話
を
学
び
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
須
坂
学
舎

法
然
堂
の
「
御ご

え

で

ん

絵
伝
」

須
坂
の
話
を
紙
芝
居
に

発行･編集 須坂市生涯学習推進課（須坂市生涯学習センター）　〒 382-0013 須坂市大字須坂747番地イ

TEL 026-245-1598 ／ FAX 026-246-3906 ／ E-mail : shogaku@city.suzaka.nagano .jp

　

１
月
９
日
㈯
、
生
涯
学
習
須
坂
学
舎
の
第
16
回
学
習
会
が
行
わ
れ
、

16
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
「
上
中
町
文
化
財
保
存
会
」
と
「
蔵
の
町
す

ざ
か
昔
を
語
る
会
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
須
坂
の
伝
説
や
民

話
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

2021年３月号・33・

　

上
中
町
に
あ
る
法
然
堂
に
は
、

「
孝こ

う

し子
善ぜ

ん
の
じ
ょ
う

之
丞
感か

ん
と
く得

御ご

え

で

ん

絵
伝
」
が

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
４
幅
か

ら
な
る
２
ｍ
も
の
長
さ
の
掛
け
軸

で
、
福
島
県
伊
達
郡
桑こ

お

り折
町
に
実

在
し
た
善
之
丞
と
い
う
人
物
の
話

を
絵
伝
に
し
た
も
の
で
す
。

　

１
８
４
１
年
ご
ろ
に
描
か
れ
、

世
界
に
８
本
し
か
な
く
、
法
然
堂

で
は
年
に
一
度
の
春
祭
り
で
し
か

公
開
し
て
い
な
い
、
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

御
絵
伝
は
、
善
之
丞
が
病
気
の

父
親
を
助
け
る
た
め
丑う

し

の
刻
参
り

を
し
、
そ
の
後
お
地
蔵
様
に
導
か

れ
、
地
獄
・
極
楽
を
巡
る
と
い
う

お
話
で
す
。
御
絵
伝
に
は
地
獄
・

極
楽
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
、

絵
解
き
を
し
た
蔵
の
町
す
ざ
か
昔

を
語
る
会
の
皆
さ
ん
の
張
り
の
あ

る
語
り
で
、
参
加
者
を
絵
伝
の
世

界
に
引
き
込
み
ま
し
た
。

　

「
蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会
」

で
は
「
須
坂
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
民
話
や
偉
人
伝
・
歴
史
を
題

材
と
し
た
語
り
や
紙
芝
居
の
口
演

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
紙
芝
居
は
「
名
馬
井
上

黒
」
「
須
坂
の
祇
園
祭
」
な
ど
を

口
演
し
、
そ
の
中
の
一
つ
「
越
寿

三
郎
物
語
」
は
須
坂
の
製
糸
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
越
寿
三

郎
の
お
話
で
す
。

　

寿
三
郎
は
山
丸
組
と
い
う
製
糸

工
場
を
作
り
、
６
千
人
も
の
人
た

ち
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
須
坂
が

「
糸
の
町
」
と
な
り
、
周
り
の
町

よ
り
早
く
電
気
や
電
話
が
通
り
、

学
校
な
ど
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
臥
竜
山
で
運
動
会
を
行
っ

た
り
、
健
康
を
守
る
た
め
に
病
院

を
つ
く
っ
た
り
し
て
働
く
工
女
た

ち
へ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
山
丸
組
が
つ
ぶ
れ
そ
う

に
な
っ
た
時
、
工
女
が
他
の
工
場

か
ら
勧
誘
を
受
け
ま
し
た
が
「
山

丸
組
の
た
め
な
ら
た
だ
で
働
い
て

も
い
い
」
と
断
っ
た
と
い
う
話
も

あ
っ
て
、
お
互
い
が
強
い
信
頼
関

係
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会
代

表
の
佐
藤
政
世
さ
ん
は
「
市
民
の

皆
さ
ん
に
須
坂
の
歴
史
や
文
化
を

知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
と
連

携
し
て
盛
り
上
げ
に
ぎ
わ
う
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲紙芝居「越寿三郎物語 」、寿三
　郎は「製糸王」とも呼ばれました

▲絵解きの様子
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・34・2021年３月号

お子さんも参加できます

まなびー号（隊） 須坂市民学園 須坂学舎

充実した学園生活を送ろう 楽しい現地学習もあります

下段35ページ上段35ページ下段

須坂の

おたから発見に行こう！
仲間とともに自発的に学習

須坂の歴史・文化

地理などをじっくり学ぶ

座
学
か
ら
現
地
学
習
ま
で

　

講
義
を
中
心
と
し
た
座
学
と
、

現
地
へ
行
っ
て
の
学
習
を
組
み
合

わ
せ
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

１
年
次
の
学
習
で
は
、
「
須
坂

市
の
地
理
」
「
大
笹
街
道
に
学
ぶ
」

「
山
城
に
学
ぶ
」「
街
並
み
を
学
ぶ
」

な
ど
の
講
義
を
、
１
回
目
は
座
学

で
、
２
回
目
は
現
地
へ
行
っ
て
学

習
を
深
め
ま
す
。

幅
広
く
、
よ
り
深
く

　

専
門
の
講
師
を
招
い
て
、
須
坂

の
歴
史
、
文
化
、
地
理
、
自
然
、

福
祉
、
産
業
の
現
状
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
広
く
深
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

須
坂
学
舎
の
学
び
は

　

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
須
坂
」
を
学
習
素

材
に
、
講
義
と
現
地
学
習
を
通
し

て
じ
っ
く
り
学
び
ま
す
。

【
第
11
期
生
の
感
想
】

　

講
座
で
は
、
い
く
つ
も
の
初
耳

や
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て

須
坂
の
魅
力
を
発
見
し
、
と
て
も

有
意
義
な
２
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
市
外
出
身
で
す
が
、
須
坂

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

い
参
加
し
ま
し
た
。
座
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
実
際
に
現
地
へ
行
っ

て
自
分
の
知
識
と
し
て
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
年
間

学
び
、
今
で
は
須
坂
に
愛
着
が
湧

い
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
須
坂
学
舎

第
12
期
生

～須坂学舎募集概要～

修学年限　２年間

         (2021年４月～2023年３月)

開催日時　毎月２回 土曜日の午前（予定）

講座内容　須坂市の歴史・文化・地理・自然 他

参 加 費　５,０００円／２年間　　

募集定員　14 人

資　　格　18歳以上の市民ならどなたでも　

　　　　　※初めての方を優先しますが、定

　　　　　　員に満たない場合は修了生も受

　　　　　　講可です。

募集期間　３月１日㈪～４月16日㈮

開 講 式　４月24日㈯

申込・問合せ　生涯学習推進課

　　　　　☎２４５‐１５９８

　　　　　※平日の午前８時30分～午後５時

「ふるさと須坂」を誇りに
～あなたに合った学びをご案内します～

Ａ
「
須
坂
の
歴
史
・
文
化
・
地
理
な
ど

　
ふ
る
さ
と
須
坂
を
じ
っ
く
り
学
び
た
い
」

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
は
！

▲大笹街道に学ぶ

・・

受講者募集

ＡＢＣ へへへ



お 知 ら せ 市外局番…(026)

2021年３月号・35・

～須坂市民学園募集概要～

修学年限　５年間（2021年４月～2026年３月)

開催日時　毎月１回 土曜日

講座内容　学級活動、講演会、学園祭など（予定）

参 加 費　３，６００円／１年間

　　　　　※クラブ活動は、別途費用が必要です。

募集定員　15人

資　　格　20歳以上の方ならどなたでも

　　　　　※市外在住の方、市民学園を卒業して一年

　　　　　　以上経過した方の入学も可能です。

申込方法　生涯学習センターで「入学申込書」 に記入

　　　　　し、参加費を添えてお申し込みください。

申込期限　４月７日㈬

入 学 式　４月17日㈯

申込・問合せ　生涯学習推進課

　　　　　☎２４５‐１５９８

　　　　　※平日の午前８時30分～午後５時

Ｂ
「
仲
間
と
と
も
に
自
発
的
な
学
習
が
し
た
い
」

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
は
！

Ｃ
「
須
坂
の
お
た
か
ら
発
見
に
行
き
た
い
」

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
は
！

出
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ
い

須
坂
市
民
学
園

市
内
見
学
ま
な
び
ー
号（
隊
）

「
お
た
か
ら
探
し
の
旅
」

　

「
須
坂
市
民
学
園
」
で
は
来
年

度
の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
市
民
学
園
に
入
っ
て
、

新
し
い
仲
間
と
出
あ
い
、
須
坂
に

つ
い
て
と
も
に
学
び
あ
い
、
楽
し

い
学
園
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

講
演
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を

お
呼
び
し
て
、
学
び
の
場
を
広
げ

ま
す
。

魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
活
動

　

市
民
学
園
に
は
14
の
ク
ラ
ブ
が

楽
し
い
学
園
生
活

　

月
１
回
登
園
し
て
学
級
活
動
を

行
い
ま
す
。
年
３
回
の
テ
ー
マ
を

決
め
て
学
級
別
学
習
会
や
社
会
科

見
学
の
よ
う
な
館
外
学
習
も
あ
り

ま
す
。

「
豊
丘
・
仁
礼
地
区
の

　
　
　
　
　
桜
と
寺
社
巡
り
」

　

豊
丘
地
域
と
仁
礼
地
域
に
あ
る

天
然
記
念
物
の
桜
を
巡
り
ま
す
。

と　

き　

４
月
17
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

参
加
費　

３
５
０
円

　
　
　
　

（
保
険
料
・
資
料
代
）

集
合
・
解
散　

多
目
的
防
災
広
場

　
　
　
　

（
市
民
体
育
館
東
側
）

コ
ー
ス　

―
は
バ
ス

　

―
大
日
向
観
音
堂
―
長

ち
ょ
う
み
ょ
う
じ

玅
寺
―

地
蔵
堂
（
豊
丘
地
域
公
民
館
・
旧

園そ
の
さ
と里

学
校
）
―
弁
天
さ
ん
―
米
子

東
照
寺
―
亀
倉
神
社
―
萬ま

ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺（
金

比
羅
山
）
―
高
顕
寺
―

※
桜
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
も

　

あ
り
ま
す
。

定　

員　

14
人
程
度

募
集
期
間　

３
月
22
日
㈪
～

　
　
　
　

４
月
９
日
㈮

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

コース 開催日時※各コースの募集はその都度行います

臥竜公園周辺巡り

坂田山ウォーク

子ども古墳ツアー

リニューアル博物館と市内古墳巡り

秋の大笹街道巡り

伊能ウォークで須坂の発見

５月29日㈯午前９時～正午

６月５日㈯午前９時～正午

７月３日㈯午前９時～午後０時30分

９月25日㈯午前９時～正午

10月16日㈯午前９時～午後３時30分

10月30日㈯午前９時～午後０時30分

　

お
た
か
ら
を
探
し
に
行
き
ま
せ

ん
か
。
第
１
回
目
は
こ
ち
ら
！

▲年７回の講演会を予定しています

▲須坂クラッシック
　美術館を見学

あ
り
ま
す
。
活
動
し
た
い
ク
ラ
ブ

が
あ
る
の
で
入
学
す
る
方
も
い
ま

す
。

　

素
晴
ら
し
い
講
師
と
ク
ラ
ブ
の

仲
間
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

★
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
の
１
年
間
の
予
定
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



生涯学習団体からのお知らせ

会
員
募
集

展
示

盆
栽
学
習
会

　　

季
節
に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
盆

栽
を
作
り
、
一
緒
に
四
季
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
第
３
駐
車
場

　
　
　
　

西
側
の
講
師
宅

会　

費　

無
料（
用
土
、鉢
な
ど
実
費
）

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
５
０
０

　
　
　
　
　
　

（
講
師　

富
田
）

市
民
学
園
書
道
ク
ラ
ブ
作
品
展

　

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
11
日
㈭
～
31
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
９
０
４
９

　
　
　
　

（
ク
ラ
ブ
長　

長
岡
）

・36・2021年３月号

屋部町公民分館どんど焼き

わが町わが公民分館

　

１
月
９
日
㈯
、
屋

部
町
で
ど
ん
ど
焼
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
区
の
役
員

さ
ん
な
ど
が
百
々
川

河
川
敷
に
集
ま
っ
て
、

し
め
縄
や
だ
る
ま
を

集
め
、
や
ぐ
ら
を
組

み
ま
し
た
。

　

「
ど
ん
ど
焼
き
」

は
無
病
息
災
を
願
い
、

や
ぐ
ら
を
組
ん
で
使

い
終
え
た
し
め
縄
な

ど
を
燃
や
し
、
年
神
様
（
お
正
月

に
や
っ
て
く
る
幸
運
を
も
た
ら
す

神
様
）
が
空
へ
帰
っ
て
い
く
の
を

お
見
送
り
す
る
行
事
で
、
地
域
ご

と
に
違
い
が
あ
り
、
名
前
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

活
動
だ
よ
り

和
太
鼓
チ
ー
ム
「
松
和
会
」

　

屋
部
町
の
ど
ん
ど
焼
き
は
「
男
」

と
「
女
」
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
や

ぐ
ら
が
特
徴
で
す
。
２
つ
は
手
を

つ
な
ぐ
よ
う
に
縄
で
結
ば
れ
て
お

り
、
そ
の
姿
は
め
お
と
岩
の
よ
う

で
す
。

　

大
人
が
中
心
に
な
っ
て
ど
ん
ど

焼
き
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、

60
年
以
上
前
は
、
し
め
縄
集
め
と

や
ぐ
ら
作
り
は
子
ど
も
が
行
い
、

小
学
５
・
６
年
生
が
中
心
で
し
た
。

ま
た
、
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
当
時
は
町
同
士
で
し
め
縄
の

争
奪
戦
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
争
奪

さ
れ
な
い
た
め
に
、
や
ぐ
ら
の
前

に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

▲左のやぐらが「男」、右
　が「女」です

▲繭玉あついけどおいしい！

　

参
加
者
は
、
「
規
模
は
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
無
事

に
ど
ん
ど
焼
き
が
開
催
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
今
年
一
年
健
康
に

過
ご
し
た
い
で
す
」
と
話
し
、
樋

口
屋
部
町
区
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も
規
模

を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
区
民
が
集
ま
れ
る
こ

う
し
た
場
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

「
松
和
会
」
は
、
第
３
火
曜
日

を
除
く
毎
週
火
曜
日
の
午
後
７
時

か
ら
午
後
９
時
に
、
松
川
町
公
会

堂
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
は

小
学
１
年
生
か
ら
70
代
の
11
人
で

す
。
講
師
の
大
日
方
譲
治
先
生
に

は
、
上
田
市
か
ら
お
越
し
い
た
だ

き
、
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
は
平
成
21
年
で
、
当
時
の

松
川
町
役
員
の
皆
さ
ん
が
「
和
太

鼓
と
い
う
伝
統
芸
能
で
、
町
お
こ

し
を
し
よ
う
！
」
と
立
ち
上
げ
、

現
在
は
地
域
外
か
ら
も
会
員
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
大
日
方
先
生
は
「
伝
統

芸
能
の
和
太
鼓
を
通
じ
て
、
老
若

男
女
が
一
つ
の
音
楽
を
つ
く
り
あ

げ
る
素
晴
ら
し
い
世
界
で
す
。
」

と
話
し
、
協
力
し
て
太
鼓
を
設
置

し
、
ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
で

す
。
「
太
鼓
は
全
身
を
使
っ
て
叩

く
の
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
は
重
要
で

す
」
と
、
代
表
の
吉
田
さ
ん
が
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

太
鼓
を
叩
い
て
の
練
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
日
方
先
生
の
叩
く
地

打
ち
（
ベ
ー
ス
）
に
乗
っ
て
、
３

種
類
の
太
鼓
を
会
員
が
見
事
に
叩

き
、
調
和
の
取
れ
た
リ
ズ
ム
と
舞

う
姿
は
圧
巻
で
す
。
レ
パ
ー
ト
リ

ー
は
、
５
曲
（
三
宅
、
天
鐘
、
土

の
う
た
、
斎
太
郎
節
、
三
国
）
で
、

「
三
宅
」
は
私
が
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
と
舞
い
で
し

た
。

　

小
学
生
の
メ
ン
バ
ー
に
話
を
伺

う
と
「
幼
稚
園
か
ら
始
め
、
練
習

が
楽
し
み
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
和
太
鼓
の
伝
統
文
化
が
子

ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
、
深
く
息

づ
い
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
代
表
の
吉
田

さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、

昨
年
６
月
か
ら
練
習
を
再
開
し
ま

し
た
。
発
表
の
場
も
無
く
な
り
、

寂
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
一
緒

に
和
太
鼓
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
会
広
報
部
会

　
　
　
　
　
　
　

 
 

湯
本 

記
）

　

会
員
募
集
中
で
す
。
地
域
外
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。　

（
吉
田
）

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
５
７
１
４
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市外局番…（026）

【指しゃぶりのお悩み】

Ｑ．以前から指しゃぶりをすることが

多く、やめられるようになるのか心配

です。

Ａ．指しゃぶりは、欲求不満とか愛情

不足と思われがちですが、必ずしもそ

ういうことでもありません。寝る前や

遊んだ後など、行動を切り替えるとき

に行っている場合は、気持ちのコント

ールのためで、そんなに心配すること

はありません。しかし、日中ずっと指

しゃぶりをしている場合は、何か不安

を抱えているサインかもしれません。

どんなときに指しゃぶりをしているの

かを把握し、叱ったり無理にやめさせ

るのではなく、さりげ

なく手を握ったり、手

遊びを一緒にするなど

支援をしていくことが

大切です。

　子育て支援センターの保育士

が皆さんの悩みにお答えします。

子育てお悩み相談コーナー

子育て支援センター・児童センター
★集まりの日（11:00～）

　10日㈬、11日㈭　大きくなったね会

　みんなで今年１年の子どもの成長を喜びましょう。

　17日㈬　乳幼児救急法

　24日㈬　大掃除＆エプロンシアター

　みんなで１年間遊んだセンターをきれいにしまし

　ょう。その後、エプロンシアターを親子で見ます。

【未就学児の利用時間】

　子育て支援センターの利用は、月～金曜日は10:00～12:00と13:00～14:45、土曜日は10:00～12:00です。

　南部・東部・北部児童センターの親子の利用は、月～金曜日10:00～12:00です。

【一般児童の利用時間】

　中央児童センターの一般児童の利用は、月～金曜日は15:00～17:00、土曜日は14:00～17:00です。

　南部・東部・北部児童センターの一般児童の利用は、土曜日のみ10:00～12:00と14:00～17:00です。

【子育て支援センター・各児童センターの利用に関して】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間は利用人数などを制限しての利用になります。

10日㈬ 11:00～ たんぽぽの会（読み聞かせ）
17日㈬ 11:00～ 大きくなったね会（サー
　　　　　　　 キットなど）

北部児童センター　北旭ケ丘町 ☎/248-8381

南部児童センター　　　屋部町 ☎/248-2330

幼
児
・
親
子

10日㈬ 11:00～ 大きくなったね会
17日㈬ 10:30～ 春のコンサート＆お誕生
　　　　　　　 会（10～３月生）

10日㈬ 11:00～ キラキラパーク（読み聞かせ）
16日㈫ 10:30～ 誕生会（10～３月生）＆
　　　　　　　　　　　　おもちゃそうじ

幼
児
・
親
子

東部児童センター　　　高橋町 ☎/246-0079

幼
児
・
親
子

※今月は家庭児童相談員による子育て相談と管理栄

養士による食育相談はありません。

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）　☎/２４５‐６５８８

★ミニ講座(11:00～）

　９日㈫　親子ダンス

　親子で音楽に合わせて体を動かしましょう。

　15日㈪　にこにこコンサート

　子どもの好きな曲や大人の癒やしの曲を楽しみま

　しょう。

また、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、施設の

利用方法などが変更になる場合があります。詳細は各セン

ターへお問い合わせください。子育て支援セ

ンター・各児童センターの利用制限などの詳

細は、市ホームページでも確認できます。

お父さん…陽平さん／お母さん…早希さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　オレンジ色の花を咲かせるキンモクセイの花言葉から、

明るく、感謝の気持ちと謙虚さを持ってほしいと願いを

込め、名付けました。

　音楽に合わせて体を動かしたり、絵本やお絵描きを楽

しんでいます。好奇心旺盛でいろいろなものに興味を持

ち「これは？」と、毎日たくさん質問します。

　これからも元気に！自由に！大きくなってね！

渡
わたなべ

邉 橙
と う か

花 ちゃん

（１歳５カ月）



2021年３月号 ・38・

小
動
物
の
生
活
改
善
と
関
わ

り
、
展
示
方
法

■
春
の
動
物
園
ま
つ
り

と　

き　

３
月
20
日
㈯
、
21
日

㈰■
須
坂
市
動
物
園
代
表
動
物
選

挙
２
０
２
１

投
票
日　

３
月
20
日
㈯
、
21
日

㈰期
日
前
投
票
日　

３
月
13
日
㈯

～
19
日
㈮

投
票
場
所　

▼
交
流
施
設
ふ
れ

ん
Ｚ
Ｏ
Ｏ
１
階
▼
南
園
休
憩
所

▼
本
園
・
南
園
券
売
所
▼
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

開　

票　

３
月
21
日
㈰
午
後
５

時
～

当
選
証
書
授
与
式　

３
月
23
日

㈫
午
前
11
時
30
分
～

※
投
票
用
紙
は
一
人
一
枚
券
売

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

■
竜
ヶ
池　

池
開
き
式

と　

き　

４
月
３
日
㈯
午
前
10

時
～

と
こ
ろ　

竜
ヶ
池
遊
船
所
前

※
池
開
き
式
（
安
全
祈
願
）
終
了

後
、
当
日
は
ボ
ー
ト
を
無
料
開

放
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
は
縮
小
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務

所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７

７
０
）

み
て
み
て 

す
ざ
か
し
ど
う
ぶ
つ
え
ん
⑪

　

「
ふ
れ
あ
い
は
う
す
」で
は
、
カ

イ
ウ
サ
ギ
と
モ
ル
モ
ッ
ト
の
ふ
れ

あ
い
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
一
時
は
ふ

れ
あ
い
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
現

在
は
感
染
症
予
防
対
策
で
人
数
制

限
な
ど
を
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
以
外
で
動
物
の
魅
力

を
伝
え
る
方
法
は
、
展
示
以
外
に

な
い
と
考
え
、
今
ま
で
活
用
し
て

い
な
か
っ
た
運
動
場
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

新
し
く
砂
を
入
れ
て
、
カ
イ
ウ

サ
ギ
の
穴
掘
り
の
習
性
を
観
察
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
き
な
透
明
の
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス

を
使
っ
て
２
階
建
て
の
モ
ル
モ
ッ

ト
タ
ワ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
タ
ワ

ー
に
は
１
階
と
２
階
を
つ
な
ぐ
通

路
が
あ
り
、
モ
ル
モ
ッ
ト
た
ち
が

自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
時
折
、
通
路
に
立

ち
止
ま
っ
て
く
つ
ろ
ぎ
、
渋
滞
さ

せ
て
し
ま
う
個
体
も
い
ま
す
。

　

毎
日
適
度
な
運
動
は
、
健
康
と

長
寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。
運
動
場

も
タ
ワ
ー
も
、
さ
ら
に
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
状
況
に
応
じ
て
、

変
化
し
て
い
く
須
坂
市
動
物
園
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

※
「
ふ
れ
あ
い
は
う
す
」
の
利
用
時

間
な
ど
の
詳
細
は
、

須
坂
市
動
物
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

マ
ル
チ
商
法
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す

問
合
せ　

須
坂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
知
り
合
い

な
ど
か
ら
誘
わ
れ
る
マ
ル
チ
商
法

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
投
資
や
副
業
な
ど
の
も

う
け
話
を
扱
う
「
モ
ノ
な
し
マ
ル

チ
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
と
は

　

商
品
な
ど
を
契
約
し
、
販
売
し

な
が
ら
次
は
自
分
が
買
い
手
を
探

し
、
買
い
手
を
勧
誘
す
る
こ
と
で

紹
介
料
と
い
っ
た
報
酬
を
受
け
取

る
取
引
で
す
。

【
具
体
的
な
事
例
】

　

中
学
時
代
の
友
人
か
ら
何
年
か

ぶ
り
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
連
絡
が

あ
り
、「
い
い
話
が
あ
る
か
ら
会
わ

な
い
か
」
と
呼
び
出
さ
れ
喫
茶
店

に
行
く
と
、
同
席
し
た
者
か
ら
ネ

ッ
ト
広
告
の
代
理
店
契
約
の
勧
誘

を
受
け
た
。「
友
達
を
紹
介
す
れ
ば

３
万
円
が
入
り
、
そ
の
友
達
が
他

の
人
を
紹
介
す
る
ご
と
に
３
万
円

が
入
る
。
簡
単
に
も
う
か
る
」と
説

明
を
受
け
た
。
契
約
書
に
サ
イ
ン

す
る
時
に
な
っ
て
50
万
円
の
登
録

料
が
必
要
と
わ
か
り
、「
お
金
が
な

い
」
と
断
る
と
、「
消
費
者
金
融
で

借
り
れ
ば
い
い
。
す
ぐ
に
元
が
取

れ
る
」
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
契

約
し
た
。
後
日
、
解
約
し
た
い
と
申

し
出
た
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

▼
勧
誘
者
は
も
う
か
る
話
を
強
調

す
る
が
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
軽
い
気
持
ち
で
契
約
し
な
い
。

▼
「
今
す
ぐ
決
め
て
」な
ど
と
契
約

を
急
か
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
契

約
し
な
い
。

▼
借
金
し
て
ま
で
契
約
し
な
い
。

▼
「
簡
単
に
大
金
を
稼
げ
る
」な
ど

も
う
け
話
を
安
易
に
信
じ
な
い
。

▼
友
達
・
知
り
合
い
か
ら
勧
誘
さ

れ
て
も
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

▼
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
早
め
に
相
談

す
る
。

予
防
策



2021年３月号・39・

遠
とおやま

山景
ひろゆき

行さん
（野辺町）

　

遠
山
景
行
さ
ん
は
、
長
野
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
は
千

葉
県
に
あ
る
犬
の
専
門
学
校
ト
レ

ー
ナ
ー
課
で
２
年
学
び
、
卒
業
後

は
群
馬
県
で
日
本
一
の
訓
練
士
に

な
っ
た
方
の
下
で
５
年
間
修
行
し

ま
し
た
。
日
本
警
察
犬
協
会
公
認

訓
練
士
、
Ｊ
Ｋ
Ｃ
公
認
訓
練
士
と

し
て
長
野
市
大
豆
島
の
ド
ッ
グ
カ

ン
ト
リ
ー
Ｍ
Ｅ
Ｇ
に
勤
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
普

段
須
坂
市
に
関
し
て
思
っ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
市
民
の

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。

　

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
遠
山
愛
美
さ
ん
か
ら

バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
遠

山
景
行
さ
ん
で
す
。

市
民
リ
レ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

下
積
み
の
５
年
間

訓
練
士
と
し
て
思
う
こ
と

　

専
門
学
校
後
の
５
年
間
は
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

朝
は
午
前
３
時
に
起
床
し
、
犬
の

世
話
や
雑
用
、
訓
練
な
ど
を
し
て

午
後
10
時
に
は
就
寝
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
家
電
生
活
を
許
さ
れ

ず
、
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
。
ま

た
テ
レ
ビ
も
な
く
、
唯
一
携
帯
電

話
だ
け
が
訓
練
時
に
連
絡
を
取
り

合
う
た
め
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

№12 

ま
た
、
集
団
生
活
を
送
っ
て
い
た

た
め
、
人
間
力
も
つ
き
、
今
考
え

る
と
厳
し
か
っ
た
記
憶
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
厳
し
さ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
何
事
に
も
前

向
き
に
取
り
組
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
県
警
嘱
託
犬
の
委
嘱
を
受

け
て
い
ま
す
。
群
馬
県
に
住
ん
で

い
た
と
き
か
ら
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
認
知
症
な
ど
で
徘は

い
か
い徊

し
て
し
ま
っ
た
方
や
家
出
し
た
方

の
捜
索
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
か
、
昨
年
は
出
動
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
で
も

出
動
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
欠
か

さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
士
の
憧
れ
と
し
て
、
霧
ヶ

峰
高
原
で
行
わ
れ
る
日
本
訓
練
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
開
催
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
昨
年
は
、

足
跡
追
及
の
部
で
約
３
０
０
頭
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
始
め
て
セ
ミ

フ
ァ
イ
ナ
ル
の
30
頭
に
選
ば
れ
ま

し
た
が
、
決
勝
の
９
頭
に
は
選
ば

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
一
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
訓
練
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
飼
わ
れ
て
い
る
犬
の

し
つ
け
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
か
み
つ
く
な
ど
の
相
談

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
小

犬
の
し
つ
け
の
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
気
に
な
る
こ
と

は
、
犬
自
身
が
精
神
的
に
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
、

犬
の
群
れ
で
遊
ば
せ
よ
う
と
す
る

の
で
す
が
、
孤
立
し
て
何
も
で
き

な
い
犬
が
い
ま
す
。
犬
と
し
て
覚

醒
し
始
め
た
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
犬
の
需
要
が
増

し
、
寂
し
い
気
持
ち
で
犬
を
飼
わ

れ
て
、
犬
を
擬
人
化
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
犬
に
も
感
情
が
あ

る
た
め
、
犬
本
来
の
特
性
を
知
っ

て
、
犬
と
し
て
か
わ
い
が
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

以
前
に
小
学
校
の
授
業
に
呼
ば

れ
て
警
察
犬
の
話
を
し
ま
し
た
。

警
察
犬
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
目
は

ま
っ
す
ぐ
に
私
た
ち
を
見
つ
め
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
も
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
で
犬
を
散
歩
さ
せ
て
地
域

を
見
守
る
活
動
な
ど
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
で
安
心
・
安
全
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



「マチイロ」 「マイ広報紙」

　

具だくさんピリ辛味
み そ

噌汁

■豚ひき肉…60ｇ　■タマネギ…小１個　

■ニラ…1/2束　　 ■シメジ…50g 

■厚揚げ…100ｇ　 ■春雨…20ｇ　

■味噌…大さじ２  ■ごま油…小さじ２

■豆
トウバンジャン

板醤…お好み

【材料】（４人分）

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

50

　今月のレシピを動画でご覧いた
だけます。レシピ動画は１分程度
です。

調理時間約15分

食べ物マメ知識
　味噌は須坂を代表する食文化で、日

本で古くから作られている発酵食品で

す。発酵させることで大豆は消化吸収

されやすく、うま味が増して栄養価も

高まります。

スマホやパソコンなどで
『広報須坂』を読めます

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
今
月
号
の
表
紙
は
と
も
に
ゼ
ロ
歳
児
。

２
人
同
時
の
笑
顔
は
至
難
で
、
２
人
の

お
母
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
は
レ
ン
ズ
越
し
に
、
か
わ

い
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
続
け
て
い
ま
し
た
。　

（
岡
田
）

▼
２
月
13
日
土
曜
日
の
夜
中
に
東
北
地

方
を
中
心
に
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
ま

し
た
。
い
つ
ど
ん
な
状
況
で
災
害
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
恐
怖
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
非
常
食
の
常
備
や
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
、
普
段
の
備
え
を
再
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

（
小
池
）

レシピ動画（第36弾）

１人分の成分　
■エネルギー…155kcal     ■たんぱく質…7.6g
■炭水化物…8.4g　　    　■脂質…9.2g　　　     
■塩分…1.5g　　　　

▼
就
職
し
て
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
で
文
字
を
打

つ
こ
と
が
多
く
な
り
、
学
生
時
代
に
比

べ
て
字
を
書
く
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
も
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
減
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。
達
筆
と
は
言
え
な
い
私
で
す
が
、

少
し
寂
し
く
も
思
い
ま
す
。　

（
浦
野
）

タマネギは半分にして薄く切る。

シメジは石づきを取り、ほぐす。

③

④

⑤

①

②

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

春雨は水で戻して、２㎝の長さに

切る。ニラも２㎝の長さに切る。

厚揚げは５㎜の厚さに切る。

◆
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◇
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その他 ０ ０ ０

昨年
同期

０

★災害情報

火　災

傷　者

救急出動

その他 43 43 58

救  助

交通事故

交通事故

急　病 118 118 114
９ ４

０ ０ １

０ ０ １

170 170 176

死　者 ０ ０ １
０ ０ １

０ ０ ４

１月
昨年
同期

 2021年
１月

★交通事故

１月  2021年
１月

６傷者

件数

死者 ０ ０

５

◎火災・救急・救助は
　局番なしの119
◎火災などの問合せは
　消防情報ダイヤル
　☎026‐245‐1119

10

９

６

９

５

人口・世帯数

2021.2.1現在、（　）内は前月比

　 住民登録者数による集計

人口・・・・・・・・50,319（-21）
 男 ・・・・・・・・24,491（- 8）
 女 ・・・・・・・・25,828（-13）
世帯・・・・・・・・20,247（+ 6）

鍋にごま油を熱し、豚ひき肉を入

れ炒め、豆板醤を入れる。

③に水600mlと①を入れる。具材が

やわらかくなったら、②を入れ、

沸騰したら火を止める。

④に味噌を溶き入れる。
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 info@city.suzaka.nagano.jp
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